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こ
の
大
会
は
、
槻
沢
の
砂
ゆ

っ
こ
裏
側
の
河
原
（
通
称
・
馬

こ
ろ
ば
し
）
を
ス
タ
ー
ト
し
、

錦
秋
湖
を
横
断
す
る
Ｊ
Ｒ
北
上

線
の
鉄
橋
付
近
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
延
長
６
・
５
㌔
を
２
人
乗
り

の
ボ
ー
ト
で
下
る
競
技
で
す
。

川
の
流
れ
は
急
な
場
所
あ

り
、
緩
や
か
な
場
所
あ
り
と
楽

し
め
る
コ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
県
内
外
に
人
気
の
高
い
大

会
で
す
。
ゴ
ー
ル
付
近
は
か
な

り
流
れ
が
緩
慢
に
な
る
の
で
２

人
で
ど
れ
だ
け
息
を
合
わ
せ
て

漕
げ
る
か
が
勝
負
の
分
か
れ
目

に
な
り
ま
す
。

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会
は
、
平
成

12
年
の
時
に
一
度
だ
け
台
風
の

た
め
中
止
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
日
の
天
候
は
ま
ず
ま
ず
。
流

量
が
多
い
と
そ
れ
だ
け
川
に
流

れ
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、今
回
の
流
量
は
毎
秒
25
㌧
と

昨
年
の
半
分
以
下
で
過
去
の
大

会
と
比
べ
て
も
少
な
い
方
で
す
。

試
合
を
振
り
返
り
家
子
勝
也

審
判
長
も
「
水
量
が
25
㌧
で
、

記
録
が
37
分
台
は
見
事
と
し
か

言
い
よ
う
の
な
い
記
録
」
と
絶

賛
す
る
ほ
ど
。

こ
の
大
会
は
、
平
成
10
年
の

１
９
５
艇
の
申
込
み
を
最
高
に

年
々
参
加
者
が
減
少
し
て
い
ま

し
た
。
実
行
委
員
会
で
は
こ
の

原
因
を
「
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
高
価

で
取
っ
つ
き
に
く
い
」
な
ど
と

判
断
し
、
こ
の
打
開
策
と
し
て

昨
年
か
ら
ボ
ー
ト
を
有
償
で
貸

し
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
年
は
18
艇
も
申

し
込
み
が
増
え
、
１
７
９
艇
が

参
加
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。

受
付
を
済
ま
せ
最
終
的
に
ゴ

ー
ル
し
た
の
は
１
６
９
艇
。

町
内
か
ら
11
艇
が
出
場
し
ま

し
た
が
、
一
般
の
部
で
は
有
馬

治
さ
ん
（
弁
天
）
と
近
藤
英
也

さ
ん
（
猿
橋
）
の
12
位
が
最
高

で
し
た
。

表
彰
は
、一
般
の
部
の
他
に
、

カ
ッ
プ
ル
賞
、
親
子
賞
、
お
し

ど
り
賞
、
レ
デ
ィ
ー
ス
賞
な
ど

の
特
別
賞
が
あ
り
ま
す
。

４
年
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
、

親
子
の
組
で
優
勝
し
た
湯
田
の

高
橋
春
男
さ
ん
、
高
橋
廉
君

（
湯
田
中
３
年
）
親
子
に
は
フ

ァ
ミ
リ
ー
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
は
、

小
学
校
５
年
生
以
上
中
学
生
以

下
の
子
供
と
親
が
出
場
し
ま
す
。

廉
君
は
「
小
学
校
６
年
生
か

ら
連
続
し
て
出
場
し
て
い
る

が
、
今
回
の
受
賞
に
は
予
想
外

で
び
っ
く
り
し
て
い
る
」
と
話

し
、
春
男
さ
ん
は
「
今
日
は
流

れ
も
あ
っ
て
、
う
ま
く
流
れ
に

乗
れ
た
。
大
変
面
白
か
っ
た
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
、
会
場
地
で

祝
杯
を
あ
げ
た
り
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
し
た
り
と
休
日
を
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

ゴムボート川下り大会
町や湯田ダム管理支所などが中心となって実行委員会を組織し、7月9日錦秋湖総合グ

ラウンドを中心に、第17回湯田温泉峡和賀川ゴムボート川下り大会を行いました。

和賀川の清流で169艇競う
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■
12
位
　
43
分
４
秒

有
馬
　
　
治
（
弁
天
）

近
藤
　
英
也
（
猿
橋
）

■
25
位
　
46
分
17
秒

今
野
　
慎
也
（
北
上
市
）

佐
井
　
　
守
（
新
町
）

■
27
位
　
46
分
59
秒

菊
地
　
雄
輔
（
上
野
々
）

高
橋
　
哲
哉
（
小
繋
沢
）

■
33
位
　
48
分
46
秒

（
親
子
組
で
優
勝
）

高
橋
　
春
男
（
湯
田
）

高
橋
　
　
廉
（
湯
田
）

■
66
位
　
54
分
31
秒

伊
藤
　
一
幸（
清
水
ヶ
野
）

高
橋
一
二
三（
湯
之
沢
）

町
内
か
ら
出
場
し
た

上
位
５
チ
ー
ム
の
記
録

（
敬
称
略
）
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７
月
６
日
湯
田
庁
舎
で
、
第

１
回
西
和
賀
町
基
本
構
想
審
議

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
に

は
、
関
係
行
政
機
関
や
各
種
団

体
の
役
職
員
、
知
識
経
験
者
な

ど
か
ら
20
人
の
方
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

基
本
構
想
審
議
会
は
、
町
長

か
ら
の
依
頼
に
よ
り
西
和
賀
町

総
合
計
画
を
検
討
し
て
い
く
機

関
で
す
。

総
合
計
画
は
、
合
併
協
議
会

の
中
で
策
定
さ
れ
た
「
新
自
治

体
建
設
計
画
」
を
基
本
に
し
な

が
ら
、
合
併
後
の
諸
課
題
や
新

た
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

長
期
的
な
視
点
に
た
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
地
域

の
将
来
像
や
施
策
の
内
容
を
定

め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
を
進
め
る
た
め
の
指
針
に
な

り
ま
す
。

当
日
は
、
町
長
か
ら
各
委
員

に
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
た
後

に
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
会
長

に
西
和
賀
町
観
光
協
会
長
の
真

壁
信
男
さ
ん
（
上
野
々
）、
副

会
長
に
沢
内
村
森
林
組
合
長
の

照
井
洸
さ
ん
（
長
瀬
野
）
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
の
任
期
は
、
２
年
間
で
す
。

会
議
で
は
、
計
画
策
定
体
制

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
協
議
さ

れ
、
最
終
的
な
計
画
案
を
平
成

19
年
10
月
ま
で
に
策
定
す
る
こ

と
。
策
定
す
る
際
に
は
、
住
民

の
意
見
が
幅
広
く
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
住
民
懇
談
会
や
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

こ
と
。
地
域
計
画
を
含
め
る
事

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
は
、
３
つ
の
計
画

か
ら
構
成
さ
れ
、
長
期
的
な
行

政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
基
本

構
想
」、
各
分
野
別
の
施
策
や

地
域
別
の
施
策
や
内
容
を
示
す

「
基
本
計
画
」、
個
別
の
事
業
費

や
財
源
を
示
す
「
実
施
計
画
」

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
審
議
会
で
は
、
総
合

計
画
と
な
る
基
本
構
想
と
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

■
基
本
構
想
（
１０
年
間
）

地
方
自
治
法
第
２
条
第
４
項

で
は
「
市
町
村
は
そ
の
事
務
処

理
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
議

会
の
議
決
を
経
て
そ
の
地
域
に

お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
の
基

本
構
想
を
定
め
、
こ
れ
に
即
し

て
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
各
自
治
体
で
基
本

構
想
を
定
め
る
必
要
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
は
、
平
成
19
年
度

を
初
年
度
に
平
成
28
年
ま
で
の

10
年
間
を
目
標
年
次
に
し
ま

す
。

■
基
本
計
画
（
５
年
間
）

基
本
構
想
に
掲
げ
る
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
、
基
本
的
な

施
策
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
平
成
19
年
度
を
初
年
度

に
、
平
成
23
年
ま
で
の
５
年
間

を
目
標
年
次
に
し
ま
す
。

■
実
施
計
画
（
３
カ
年
の
ロ
ー

リ
ン
グ
）

基
本
計
画
で
示
さ
れ
た
主
要

な
事
業
を
年
度
ご
と
に
実
施
見

込
み
や
事
業
費
な
ど
を
具
体
的

に
調
査
し
て
見
直
し
ま
す
。
実

施
計
画
で
は
、
向
こ
う
３
年
分

を
定
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
は
３
種
類

総合計画
の策定が
スタート

西
和
賀
町
基
本
構
想

審
議
会
を
設
置

会
長
に
は
真
壁
信
男
さ
ん

「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」「来年の10月までに計画を作成します」

西和賀町基本構想審議会委員

役　職 委員氏名 備　考

上野々

長瀬野

北上総合支局

新　町

湯　田

大　沓

泉　沢

大　野

太　田

前　郷

川　尻

左　草

川　尻

貝　沢

湯　本

大　渡

小繋沢

川　舟

貝　沢

川　尻

真　壁　信　男

照　井　　　洸

阿　部　洋　商

加　藤　久　子

柏　崎　弘　行

佐　藤　一　久

佐　藤　洋　輝

坂　巻　潤　子

佐々木　　　覓

佐々木　正　裕

佐々木　須保子

菅　原　洋　一

瀬　川　陽　子

多　田　隆　義

高　橋　　　忍

高　橋　厚　子

高　橋　純　一

高　橋　夕美子

松　尾　芳　広

淀　川　　　豊

会　長

副会長

委　員

任期：平成18年7月6日～平成20年7月5日

(敬称略、あいうえお順）
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６
月
22
日
花
巻
市
生
涯
学
園
都
市
会
館

で
管
内
の
市
町
村
長
と
知
事
が
個
別
に
対

話
し
ま
し
た
。

こ
の
対
話
で
は
、
岩
手
県
知
事
が
県
内

の
市
町
村
長
と
直
接
対
談
し
、
そ
の
地
域

が
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
を
把
握
し
な
が

ら
県
政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
も
の
。
時

間
の
都
合
か
ら
特
に
も
次
の
２
点
に
重
点

を
置
き
つ
つ
、
沢
内
病
院
の
医
師
確
保
の

こ
と
、
西
和
賀
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
も

話
し
合
い
地
域
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
で
の
流
雪
溝
の
役
割

町
長
「
昨
年
11
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け

て
の
豪
雪
で
は
、
土
木
施
設
や
農
業
施
設

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
際
の

豪
雪
で
は
、
高
齢
者
は
自
宅
前
の
除
排
雪

に
も
困
難
を
極
め
、
福
祉
サ
イ
ド
か
ら
の

支
援
も
手
一
杯
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
流

雪
溝
の
整
備
は
必
須
事
項
と
な
っ
て
い

る
。
す
で
に
、
既
存
の
流
雪
溝
に
つ
い
て

は
岩
手
県
か
ら
も
多
大
な
協
力
を
い
た
だ

て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢

化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
、
国
道
、
県
道
沿

い
の
み
な
ら
ず
町
が
流
雪
溝
を
設
置
す
る

際
や
既
存
の
流
雪
溝
の
改
善
に
か
か
る
費

用
を
、
財
政
的
な
面
か
ら
支
え
て
欲
し
い
」

新
た
な
農
業
施
策
へ
の
対
応

町
長
「
平
成
19
年
度
か
ら
農
業
支
援
の
方

法
が
大
き
く
変
わ
る
。
今
ま
で
は
品
目
ご

と
に
あ
っ
た
支
援
を
、
担
い
手
を
中
心
に

し
た
農
業
経
営
全
体
に
着
目
す
る
方
法
に

転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
行

わ
れ
る
と
、
地
域
の
小
規
模
農
家
で
は
今

後
農
業
を
継
続
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
、
さ
ら
に
花
卉
を
中
心
に
し
た
園
芸
農

家
で
は
農
業
支
援
が
無
く
な
る
の
で
は
な

い
か
、
と
の
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
岩
手
県
で
は
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
に
お
け
る
品
目
の
拡
大
、

経
営
意
欲
が
減
退
し
な
い
よ
う
に
小
規
模

農
家
に
対
す
る
多
角
的
な
財
政
支
援
を
し

て
欲
し
い
」

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
知
事
か
ら
は
そ
の

場
で
明
確
な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
西
和
賀
町
の
地
域
課
題
の
現
状
と
認

識
を
深
め
た
様
子
で
し
た
。

流
雪
溝
の
整
備
支
援
と
農
業
施
策
へ
の
対
応

知
事
と
市
町
村
長
と
の
対
話

課
題
１

課
題
２

春
と
秋
の
叙
勲
の
他
に
、
88
歳
に
達
し

た
機
会
に
勲
章
を
授
与
す
る
こ
と
と
し
、

昭
和
48
年
６
月
か
ら
毎
月
１
日
付
け
で
行

わ
れ
る
高
齢
者
叙
勲
。

こ
の
度
、
下
前
地
区
の
佐
藤
清
左
エ
門

さ
ん
が
今
年
の
５
月
で
満
88
歳
を
迎
え
、

６
月
１
日
に
旭
日
単
光
章
を
受
章
し
ま
し

た
。佐

藤
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
５
月
に
、
地

域
住
民
か
ら
切
望
さ
れ
て
湯
田
町
議
会
議

員
に
立
候
補
し
当
選
。
以
来
58
年
４
月
ま

で
３
期
12
年
に
わ
た
り
在
職
し
、
地
方
自

治
の
進
展
に
献
身
的
に
尽
力
し
ま
し
た
。

議
員
在
職
中
は
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
、
総
務
常
任
委
員
会
、
教
育
厚
生
常
民

委
員
会
な
ど
で
委
員
と
し
て
課
題
に
取
り

組
み
、
高
い
政
治
信
念
と
卓
越
し
た
指
導

力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
湯
田
町
の
産
業
、

教
育
、
文
化
な
ど
の
各
分
野
で
多
大
な
貢

献
を
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
今
回
の
受
章
に
あ
た
り

「
受
章
は
私
自
身
の
実
績
と
い
う
よ
り
も
、

皆
さ
ん
の
支
え
や
協
力
の
お
か
げ
。
88
歳

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
喜
ん
で
い
た

が
、
今
回
の
受
章
も
相
ま
っ
て
最
高
の
喜

び
と
な
っ
た
。
議
員
の
こ
ろ
は
、
陳
情
や

要
望
を
通
す
た
め
、
県
知
事
や
県
議
会
議

員
に
直
談
判
に
行
っ
た
も
の
だ
。
あ
の
時

は
本
当
に
若
か
っ
た
し
、
頑
張
っ
た
つ
も

り
だ
」
と
、
当
時
の
議
員
生
活
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

【
主
な
経
歴
】

湯
田
町
町
有
林
経
営
委
員

昭
和
35
年
か

ら
昭
和
46
年
ま
で
と
昭
和
58
年
か
ら
平
成

３
年
ま
で

湯
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

昭
和
55

年
か
ら
昭
和
58
年
ま
で

湯
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長

昭
和

58
年
か
ら
元
年
ま
で

昭
和
５８
年

岩
手
県
町
村
議
会
議
長
会
会

長
表
彰
　

平
成
４
年

湯
田
町
町
勢
功
労
表
彰
者

遺
族
追
章
と
は
、
特
定
の
分
野
に
つ
い

て
の
善
行
を
表
彰
す
る
褒
章
条
例
に
よ
り

表
彰
さ
れ
る
べ
き
方
が
死
亡
し
た
場
合

に
、
そ
の
遺
族
に
杯
ま
た
は
褒
状
が
授
与

さ
れ
こ
れ
を
追
章
す
る
も
の
で
す
。

照
井
良
一
さ
ん
は
、
沢
内
村
選
挙
管
理

委
員
長
を
務
め
る
な
ど
「
明
る
い
選
挙
の

推
進
」
に
全
霊
を
傾
け
て
、
藍
綬
褒
章
を

受
章
す
る
直
前
に
64
歳
の
若
さ
で
逝
去
し

ま
し
た
。

６
月
19
日
自
宅
の
仏
前
の
前
で
関
係
者

に
よ
る
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
生
前
の
照
井

さ
ん
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

増田知事との対話

旭
日
単
光
章
を
受
章

佐
藤
清
左
エ
門
さ
ん
（
下
前
・
８８
歳
）

遺
族
追
章
を
受
章

照
井
安
子
さ
ん
（
大
野
）

ほ
う
じ
ょ
う
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最
近
、
全
国
的
に
児
童
を
巻

き
込
ん
だ
凶
悪
で
残
忍
な
事
件

が
多
発
し
て
お
り
、
隣
県
の
秋

田
県
で
も
い
た
た
ま
れ
な
い
事

件
が
発
生
し
た
ば
か
り
で
す
。

子
供
た
ち
を
事
故
や
事
件
か

ら
守
る
た
め
の
方
法
の
一
つ
と

し
て
巡
回
監
視
が
考
え
ら
れ
ま

す
。こ

の
度
、
教
育
委
員
会
で
は

地
域
や
関
係
機
関
も
一
緒
に
な

っ
て
防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
く

事
業
「
岩
手
県
地
域
ぐ
る
み
の

学
校
安
全
体
制
整
備
事
業
」
に

よ
り
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
町
内
に
一
人

の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

（
高
橋
茂
之
さ
ん
・
演
沢
）
を

配
置
し
、

リ
ー
ダ
ー

は
日
ご
と

に
７
小
学

校
区
を
年

間
１
０
６
日
間
訪
問
指
導
を
行

っ
た
り
、通
学
路
の
安
全
点
検
、

学
校
周
辺
な
ど
の
警
戒
活
動
を

行
い
ま
す
。

ま
た
、リ
ー
ダ
ー
の
活
動
を
、

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
推
薦
を

受
け
た
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆

さ
ん
が
補
佐
し
ま
す
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

方
々
へ
の
依
頼
状
の
交
付
は
、

６
月
16
日
か
ら
28
日
に
か
け
て

行
わ
れ
、
町
内
小
学
校
の
７
校

区
に
対
し
23
人
の
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

川
舟
小
学
校
で
は
６
月
28
日

に
依
頼
状
の
交
付
式
が
あ
り
ま

し
た
。
川
舟
小
学
校
区
で
３
人

が
依
頼
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

一
人
の
高
橋
喜
志
雄
さ
ん
（
川

舟
）
は
「
こ
の
よ
う
な
地
区
で

事
件
や
事
故
と
い
う
の
は
ピ
ン

と
こ
な
い
が
、
ま
ず
は
声
を
か

け
な
が
ら
信
頼
を
つ
く
り
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
学
務
課
で
は

「
低
学
年
で
特
に
も
下
校
時
に

狙
わ
れ
て
い
る
と
い
う
資
料
結

果
が
あ
る
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

の
方
に
は
、
日
頃
よ
り
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
し
て
、
広
く
情
報
収

集
に
務
め
て
欲
し
い
」
と
期
待

を
寄
せ
ま
す
。

誰
か
が
見
て
い
る
安
心
感
　
子
供
た
ち
を
守
れ

スス
クク
ーー
ルル
ガガ
ーー
ドド
各各
地地
区区
にに

貝沢小区 川舟小区 猿橋小区 沢内一小区 越中畑小区 湯本小区 川尻小区
スクールガードリーダー　　高橋茂之（下前）

柳
生
イ
サ
子(

上
野
々)

及
川
　
　
守(

大
沓)

藤
原
　
幸
子(

大
沓)

高
橋
　
典
雄(

川
尻)

佐
々
木
忠
平(

湯
之
沢)

南
川
　
賢
一(

槻
沢)

小
田
島
三
夫(

湯
本)

柏
崎
登
久
男(

湯
田)

小
田
島
定
雄(

細
内)

高
橋
　
昭
三(

中
村)

高
橋
　
　
功(

野
々
宿)

佐
々
木
正
勝(

前
郷)

松
川
　
　
生(

新
町)

内
記
　
照
男(

前
郷)

高
橋
　
　
宏(

弁
天)

高
橋
　
善
一(

猿
橋)

新
田
　
　
好(

両
沢)

高
橋
　
三
角(

川
舟)

柿
沢
　
辰
男(

川
舟)

高
橋
喜
志
雄(

川
舟)

久
保
二
三
夫(

貝
沢)

田
中
　
嘉
男(

貝
沢)

北
村
　
新
吉(

貝
沢)

スクールガードの皆さん（敬称略）

第一小学校区教育振興会の取り組み
沢内第一小学校区教育振興会（加藤茂さん・新

町）では、交通安全のたすき150本を今年の３月に
購入し、ＰＴＡ会員を中心に地区の方にも配布し、
散歩のときなどにはたすきをして監視を兼ねて行
っています。

槻沢老人クラブの取り組み
槻沢老人クラブ（南川賢一会長）では自主事業

の一つとして、５月から巡回監視を始めました。
槻沢地区から湯本小学校に通う児
童は８人です。民家が途切れる槻
沢大橋付近で子供たちの帰りを待
って見守ります。現在は、放課後
の学童保育のない毎週月曜日の午
後２時30分から午後４時ころまで
２から３人で沿道で監視します。

①学校や保護者らで通学路の安全点検を行い、防

犯マップを作成した。

②児童が緊急連絡用専用子機を持っていて、万が

一の際には、その専用機のピンを引くと保護者

や協力者に緊急通報され、協力者などが緊急出

動できる体制にした。

③車のカーナビゲーションと同じ仕組みの位置情

報携帯端末機器（ＧＰＳ）を児童が携行し、児

童の現在地を即座に知ることがで

きる体制にした。

④希望する児童や生徒は町民バスを

利用、フリー乗降できるようにし、

自宅近くで乗降できるようにした。

スクールガード事業に先駆けた取り組み他の自治体の取り組み事例

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

依頼状を受け取る
喜志雄さん

湯本小学校の
集団下校の様子

▲
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７
月
２
日
北
上
市
さ
く
ら
ホ

ー
ル
駐
車
場
で
消
防
操
法
の
北

上
地
区
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
西
和
賀
町
消
防

団
員
と
北
上
市
消
防
団
員
総
勢

３
５
３
人
と
ポ
ン
プ
車
６
台

（
６
チ
ー
ム
）、
小
型
ポ
ン
プ
７

台
（
７
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

開
催
地
を
代
表
し
、
伊
藤
彬

北
上
市
長
は
「
最
近
は
火
災
が

頻
発
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
よ

り
一
層
、
身
を
引
き
締
め
生
命

の
尊
さ
と
財
産
を
守
る
た
め
の

努
力
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
大
会
で
勝
ち

抜
い
て
、
県
大
会
で
は
優
秀
な

成
績
を
残
し
て
欲
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
強
い

雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
操

作
員
ら
は
機
械
操
作
や
ホ
ー
ス

な
ど
が
滑
ら
な
い
よ
う
に
慎
重

に
か
つ
迅
速
に
競
技
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
地
区
大
会
は
２
年
に
一

度
行
わ
れ
て
お
り
、
６
月
28
日

錦
秋
湖
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

た
第
１
回
西
和
賀
町
消
防
操
法

競
技
会
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
５
チ
ー
ム
が
西
和
賀

町
消
防
団
の
代
表
と
し
て
出
場

し
、
熱
き
西
和
賀
消
防
魂
で
競

技
を
最
後
ま
で
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
で

６
分
団
３
部
（
貝
沢
）
が
見
事

に
優
勝
、
そ
し
て
県
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
、

６
分
団
１
部
（
川
舟
）
が
準
優

勝
で
惜
し
く
も
県
大
会
出
場
を

逃
し
ま
し
た
。

６
分
団
３
部
の
指
揮
者
の
岩

井
正
敏
さ
ん
（
貝
沢
）
は
「
こ

こ
ま
で
が
ん
ば
れ
た
の
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
や
団
員
の
お
か

げ
。こ
の
声
援
を
う
け
な
が
ら
、

県
大
会
で
も
出
来
る
限
り
上
位

を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

岩
手
県
大
会
は
７
月
28
日
矢

巾
町
の
岩
手
県
消
防
学
校
で
行

わ
れ
、
優
勝
す
る
と
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
が
得
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
大
会
か
ら
全
国
大

会
に
な
ら
い
操
作
別
の
個
人
賞

が
設
け
ら
れ
各
チ
ー
ム
か
ら
ベ

ス
ト
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
西
和
賀
町
消
防

団
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

は
、
指
揮
者
と
し
て
岩
井
正
敏

さ
ん
（
６
分
団
３
部
・
貝
沢
）、

２
番
操
作
員
と
し
て
佐
々
木
玄

さ
ん
（
４
分
団
１
部
・
前
郷
）、

ま
た
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
一
番

操
作
員
と
し
て
米
澤
昇
士
さ
ん

（
４
分
団
２
部
・
太
田
）、
２
番

操
作
員
に
は
佐
々
木
保
弘
さ
ん

（
４
分
団
２
部
・
太
田
）
が
選

出
さ
れ
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

雨
の
中
機
敏
な
動
作
で
正
確
に

消防操法
北上地区大会

地区大会参加チームの
競技結果

■小型ポンプの部
優　勝　６分団３部（貝沢）
準優勝　４分団１部（前郷）
６　位　２分団２部（左草）

■ポンプ車の部
準優勝　６分団１部（川舟）
３　位　４分団２部（太田）

大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです大会では真剣そのものです

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

小型ポンプで県大会出場をはたした6分団3
部（左から岩井正敏さん・田中勲さん・大
堰淳一さん・岩井一栄さん・広瀬典雄さん）

西西
和和
賀賀
町町
消消
防防
団団

６６
分分
団団
３３
部部
がが

県県
大大
会会
へへ

し
ょ
う
し
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平
成
元
年
か
ら
湯
田
中
学
校

は
ア
メ
リ
カ
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州

モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
郡
ベ
ゼ
ス
タ
に

あ
る
パ
イ
ル
中
学
校
と
相
互
交

流
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
国
際
理
解
推
進
講
師

が
同
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
以
来
毎
年

湯
田
中
学
校
か
ら
は
研
修
生
と

し
て
10
日
間
程
度
の
海
外
派
遣

を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
13

年
の
９
・
11
ア
メ
リ
カ
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
の
影
響
な
ど
で
１

回
中
止
）。

ま
た
、
パ
イ
ル
中
学
校
か
ら

も
定
期
的
に
日
本
を
訪
問
し

（
今
回
を
含
め
て
５
回
目
の
受

入
）、
相
互
の
交
流
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

６
月
25
日
に
成
田
空
港
に
到

着
し
た
パ
イ
ル
中
学
の
生
徒
９

人
と
引
率
教
員
２
人
は
東
京
な

ど
を
見
学
し
た
後
の
28
日
に
来

町
し
、
銀
河
ホ
ー
ル
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
家
族
と
対
面
し
立

食
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
歓
迎
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

湯
田
中
学
校
の
川
村
庸
子
校

長
は
「
皆
さ
ん
が
来
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
。
湯
田
中
学

校
の
生
徒
81
人
は
み
ん
な
心
が

優
し
い
。
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
友
達

に
な
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

ま
た
、
引
率
の
フ
ェ
イ
ス
・

ロ
ー
ズ
マ
ン
先
生
は
「
新
し
い

友
達
を
つ
く
り
、
楽
し
い
交
流

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

そ
し
て
皆
さ
ん
の
歓
迎
に
感
謝

し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。生

徒
た
ち
と
引
率
の
先
生
は

西
和
賀
滞
在
中
は
、
生
徒
の
自

宅
な
ど
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

日
本
の
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
湯
田
中
学
校
の
体
育

館
で
、
パ
イ
ル
中
学
校
の
様
子

を
ビ
デ
オ
上
映
す
る
な
ど
し
て

相
互
に
理
解
を
深
め
た
ほ
か
、

生
徒
が
鬼
剣
舞
を
披
露
し
来
校

を
歓
迎
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

教
室
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

呼
ば
れ
る
授
業
で
、
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
、キ
ャ
ン
プ
の
仕
方
、

バ
ー
ス
デ
ィ
ー
の
お
祝
い
の
仕

方
な
ど
を
学
び
あ
い
ま
し
た
。

30
日
に
は
湯
田
中
学
校
で
お

別
れ
式
が
行
わ
れ
７
月
１
日
に

西
和
賀
町
を
発
ち
ま
し
た
が
、

中
尊
寺
や
京
都
、
奈
良
な
ど
を

見
学
し
７
月
４
日
に
帰
国
し
ま

し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
先

と
な
っ
た
父
母
た
ち
は
「
生
徒

た
ち
は
意
見
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
そ
ん
な
に
気
を
つ
か
う

こ
と
も
な
い
。食
べ
物
な
ど
も
、

出
来
る
限
り
こ
ち
ら
の
食
材
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
。
異
国
の

文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、
子
供

だ
け
で
は
な
く
親
子
で
、
刺
激

に
な
っ
た
。
こ
の
交
流
は
良
い

企
画
な
の
で
、
ぜ
ひ
続
け
て
欲

し
い
」
と
め
っ
た
に
な
い
機
会

を
喜
び
、
ま
た
「
賢
い
子
供
た

ち
だ
っ
た
。
私
た
ち
の
片
言
で

身
振
り
手
振
り
の
英
語
で
も
、

そ
れ
を
理
解
し
て
く
れ
た
。
本

当
に
親
子
と
も
ど
も
良
い
体
験

に
な
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

パ
イ
ル
中
学
校
が
あ
る
ベ
ゼ

ス
タ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
首
都
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
近
く
、
自
動

車
で
20
分
ほ
ど
の
距
離
で
す
。

来
年
の
１
月
に
は
湯
田
中
学

校
か
ら
パ
イ
ル
中
学
校
へ
数
人

の
生
徒
が
派
遣
さ
れ
る
予
定
で

す
。

アメリカ・パイル中学生が来町
湯田中学校と相互交流

郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎郷土芸能の鬼剣舞で歓迎

銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）銀河ホールホワイエでCheers！！（乾杯）
チアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズチアーズ
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西
和
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
内
記

正
志
会
長
・
前
郷
）
で
は
第
１
回
目
の
西

和
賀
町
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
６
月

23
日
沢
内
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
で
行
い
、
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
加

入
す
る
２
５
０
人
あ
ま
り
が
集
い
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
と

生
き
が
い
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
、
町
内
に
30
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
４
つ

に
分
け
て
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
行
わ
れ
ま
し

た
。競

技
種
目
は
12
種
目
で
、
速
さ
を
競
う

だ
け
で
は
な
く
正
確
さ
が
必
要
な
も
の
、

チ
ー
ム
内
で
の
連
携
が
必
要
な
も
の
な
ど

多
種
多
様
。

競
技
が
始
ま
る
と
、
各
チ
ー
ム
の
応
援

団
は
「
そ
れ
っ
が
ん
ば
れ
」「
ほ
れ
っ
」

な
ど
と
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
な
競
技
で
は
、
会
場

で
笑
い
が
わ
き
起
こ
り
、
終
始
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
中
で
競
技
が
進
み
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
、
猿
橋
・
泉
沢
・
川
舟

地
区
を
中
心
と
す
る
沢
内
地
区
Ｂ
チ
ー
ム

が
圧
倒
的
な
強
さ
で
初
優
勝
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
お
も
し
ぇ
が
っ
た
。

ひ
さ
し
ぶ
り
に
走
っ
た
。
走
っ
た
り
笑
う

の
が
長
生
き
の
秘
訣
だ
な
」「
久
し
ぶ
り

に
友
人
に
会
い
、
マ
メ
で
ら
そ
う
で
何
よ

り
だ
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

優
勝
し
た
沢
内
地
区
Ｂ
チ
ー
ム
代
表
の

平
澤
安
保
さ
ん
（
泉
沢
）
は
「
参
加
選
手

が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
た
。
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
勝
利
。
北
上
地
区
大
会
で
も
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

12
種
目
の
う
ち
ボ
ー
ル
送
り
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
リ
レ
ー
、
ボ
ー
ル
運
び
リ
レ
ー
は
、

地
区
大
会
で
の
共
通
種
目
に
な
っ
て
お

り
、
今
回
の
そ
の
種
目
毎
の
優
勝
チ
ー
ム

は
７
月
29
日
北
上
市
総
合
運
動
公
園
で
行

わ
れ
る
第
１
回
北
上
地
区
い
き
い
き
シ
ル

バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
を
振
り
返
り
、
西
和
賀
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
高
橋
純
一
事
務
局
長

は
「
シ
ル
バ
ー
大
会
と
名
付
け
て
い
る
が
、

シ
ル
バ
ー
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。
皆
さ

ん
、
元
気
で
若
い
。
昔
の
パ
ワ
ー
そ
の
ま

ま
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
」
と
大
会

の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

選
手
ら
は
大
会
終
了
後
も
地
区
大
会
で

の
優
勝
を
目
指
し
、
西
和
賀
チ
ー
ム
と
し

て
一
致
団
結
し
て
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

スポーツすること
笑うことが
長寿の秘訣

大
会
の
結
果

優
勝
　
沢
内
Ｂ
チ
ー
ム
・
３
７
０
点
　

２
位
　
沢
内
Ａ
チ
ー
ム
・
２
６
０
点

３
位
　
湯
田
Ａ
チ
ー
ム
・
１
９
５
点

４
位
　
湯
田
Ｂ
チ
ー
ム
・
１
８
５
点

第1回西和賀町
シルバースポーツ大会

第1回西和賀町
シルバースポーツ大会
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シルバースポーツ大会
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シルバースポーツ大会
第1回西和賀町
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優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに優勝杯は沢内Bチームに

ハツラツとしたプレーで盛り上がりました
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６
月
25
日
湯
川
温
泉
高
繁
旅

館
で
、「
第
３
回
土
畑
を
語
る

会
閉
山
30
周
年
の
集
い
」
が
行

わ
れ
、
当
時
の
従
業
員
や
家
族

な
ど
遠
く
は
北
海
道
や
愛
知
県

な
ど
か
ら
お
よ
そ
１
４
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
実
行
委
員
長
を
務
め

た
深
沢
福
幸
さ
ん
（
湯
川
）
は

冒
頭
で
「
皆
さ
ん
が
川
尻
に
着

き
、
湯
田
町
が
西
和
賀
町
に
な

り
、
陸
中
川
尻
駅
が
ほ
っ
と
ゆ

だ
駅
に
な
り
、
昔
と
は
相
当
変

わ
っ
た
と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
懐
か
し
い
山
と

川
は
昔
の
ま
ま
で
、
皆
さ
ん
を

迎
え
て
く
れ
た
と
思
う
。
今
回

の
集
ま
り
を
ず
い
ぶ
ん
待
ち
遠

し
く
し
て
い
る
方
も
い
る
で
し

ょ
う
。
今
回
は
、
30
年
以
上
も

前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
感

じ
で
、
お
互
い
に
ひ
ざ
を
交
え

て
、
酒
を
か
わ
し
な
が
ら
、
と

ぎ
れ
た
糸
を
た
ぐ
り
寄
せ
、
仲

む
つ
ま
じ
く
昔
語
り
を
し
て
欲

し
い
」
と
実
行
委
員
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

乾
杯
が
始
ま
る
や
い
な
や

「
ひ
と
っ
つ
も
変
わ
っ
て
ね
ご

ど
よ
」「
今
な
に
や
っ
て
ら
？
」

な
ど
と
会
話
が
と
ぎ
れ
る
こ
と

は
な
く
、昔
話
に
花
を
咲
か
せ
、

お
互
い
に
近
況
報
告
を
し
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
集
い
は
昭
和
63
年
７

月
（
２
０
７
人
参
加
）、
平
成

９
年
10
月
（
１
８
４
人
参
加
）

以
来
の
も
の
で
す
。
実
行
委
員

会
で
は
「
関
係
者
も
だ
い
ぶ
高

齢
に
な
っ
て
い
る
た
め
最
後
か

も
し
れ
な
い
と
思
う
一
方
で
、

出
来
る
限
り
は
続
け
て
い
き
た

い
が
…
」
と
話
し
、
ま
た
参
加

者
ら
も
次
回
の
開
催
を
希
望
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
当
時
を
語
り
合
う

土
畑
鉱
山
と
は

鉱
山
の
灯
が
消
え
て
30
年

経
済
の
中
核
だ
っ
た
土
畑
鉱
山

旧
湯
田
町
内
に
あ
る
鉱
山
の

中
で
も
随
一
の
産
出
生
産
量
を

誇
り
、
旧
湯
田
町
を
代
表
す
る

銅
鉱
山
と
し
て
そ
の
名
を
内
外

に
は
せ
た
鉱
山
で
す
。

明
治
33
年
に
畑
平
鉱
床
上
部

で
の
金
銀
鉱
露
頭
の
発
見
を
皮

切
り
に
、
大
正
４
年
の
銅
採
掘

の
本
格
化
と
豊
富
な
埋
蔵
量
、

そ
し
て
大
正
５
年
の
田
中
鉱
業

株
式
会
社
の
経
営
が
重
な
り
、

事
業
も
拡
大
し
飛
躍
的
に
発
展

し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
戦
後
は
朝
鮮
動
乱
か

ら
昭
和
30
年
代
ま
で

の
最
盛
期
を
迎
え
ま

す
。戦

後
の
銅
の
産
出

量
は
年
間
お
よ
そ
１

５
０
０
㌧
〜
２
０
０

０
㌧
の
間
で
推
移

し
、
昭
和
35
年
こ
ろ

は
純
銅
換
算
で
１
７

３
１
㌧
を
採
鉱
し
ま

し
た
。
平
均
す
る
と

１
ヶ
月
当
り
１
５
０

㌧
あ
ま
り
を
産
出
し

て
い
た
計
算
に
な
り

ま
す
。

「
湯
田
町
史
」
に

よ
る
と
、
昭
和
30
年
代
の
旧
湯

田
町
内
の
鉱
山
の
従
業
員
は
１

３
０
０
人
あ
ま
り
（
そ
の
他
に

全
体
数
は
つ
か
め
な
い
も
の

の
、
組
と
い
う
集
団
が
入
っ
て

い
ま
し
た
）
と
記
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
の
ほ
ぼ
半
分
が

土
畑
鉱
山
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
栄
華
を
ほ
こ
っ
た

土
畑
鉱
山
も
昭
和
40
年
代
か
ら

の
資
源
枯
渇
と
輸
入
自
由
化
の

波
に
押
さ
れ
、
と
う
と
う
昭
和

51
年
３
月
に
は
採
鉱
を
中
止
。

土
畑
鉱
山
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

は
た
ひ
ら
こ
う
し
ょ
う

こ
う
ろ
と
う

や
　
ま

大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山大正13年ころの土畑鉱山
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西
和
賀
町
山
開
き

今
年
は
南
本
内
岳
で

宿
泊
客
の
呼
び
水
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

湯
田
温
泉
峡
旅
館
組
合
で
は
、
６
月
27

か
ら
28
日
に
か
け
て
峠
山
パ
ー
ク
ラ
ン
ド

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
（
オ
ア
シ
ス
館
脇
）

で
湯
田
温
泉
峡
旅
館
組
合
杯
第
２
回
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

県
内
か
ら
は
大
船
渡
市
、
一
関
市
な
ど
、

県
外
も
横
手
市
な
ど
か
ら
１
０
３
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
競
技
開
始
の
ピ
ス
ト
ル
の

音
と
と
も
に
、
各
ホ
ー
ル
で
競
技
が
開
始

さ
れ
、
雨
で
濡
れ
た
芝
の
様
子
を
確
認
し

な
が
ら
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
誰
も
が
手
軽
に

プ
レ
ー
で
き
る
こ
と
か
ら
、
競
技
者
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

同
協
会
の
高
橋
繁
廣
組
合
長
は
「
こ
の

大
会
の
参
加
者
の
う
ち
お
よ
そ
８
割
が
宿

泊
し
て
く
れ

る
。
大
変
あ

り
が
た
い
こ

と
だ
。
少
し

づ
つ
で
も
こ

の
大
会
を
定

着
さ
せ
て
い

き
た
い
」
と

話
し
大
会
に

期
待
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

６
月
25
日
南
本
内
岳
で
山
開
き
が
行
わ

れ
、
関
係
者
や
登
山
愛
好
者
な
ど
１
５
０

人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
が
行
わ
れ
る
と
参
加
者
ら
は
、
登
山

を
待
ち
わ
び
た
様
子
で
早
速
頂
上
を
目
指

し
ま
し
た
。

西
和
賀
町
山
岳
協
会
の
高
橋
武
雄
会
長

（
湯
本
）
は
、「
こ
の
山
は
登
る
の
に
お
よ

そ
３
時
間
く
ら
い
か
か
る
。
各
自
の
体
力

に
あ
わ
せ
て
登
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
ゴ

ミ
は
一
つ
た
り
と
も
落
と
さ
な
い
よ
う
に

し
て
欲
し
い
」
と
登
山
上
の
注
意
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

南
本
内
岳
は
、
西
和
賀
地
方
の
最
高
峰

と
な
る
１
４
８
６
ｍ
で
す
。「
黄
金
流
砂
」

と
い
う
本
で
昭
和
57
年
に
江
戸
川
乱
歩
賞

を
受
賞
し
た
中
津
川
文
彦
さ
ん
の
作
品
の

中
で
、
南
本
内
岳
が
取
り
上
げ
ら
れ
一
躍

感
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
焼
石
岳
山
頂
か
ら
お
よ
そ
１
時

間
で
縦
走
で
き
る
こ
と
や
、
ハ
ク
サ
ン
フ

ー
ロ
や
チ
ン
グ
ル
マ
な
ど
の
花
も
咲
き
競

う
と
あ
っ
て
県
内
で
も
人
気
の
山
の
ひ
と

つ
で
す
。

同
日
に
は
和
賀
岳
も
本
格
的
な
登
山
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
南

本
内
岳
は
６
月
の
最
終
日
曜
日
に
、
そ
し

て
和
賀
岳
は
７
月
の
第
１
日
曜
日
に
山
開

き
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
し
た
こ

西
和
賀
技
能
者
組
合

恒
例
の
刃
物
研
ぎ

西
和
賀
技
能
者
組
合
（
高
橋
啓
悦
組
合

長
）
で
は
、
毎
年
恒
例
の
刃
物
研
ぎ
と
住

宅
相
談
会
を
湯
田
庁
舎
前
、
新
町
地
区
公

民
館
な
ど
町
内
４
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

西
和
賀
技
能
者
組
合
と
は
、
町
内
の
建

築
大
工
や
関
連
事
業
所
が
加
盟
す
る
団
体

で
会
員
数
は
１
２
４
組
合
員
で
す
。

こ
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
た
と
ば
か
り

に
、
多
く
の
住
民
が
来
場
し
、
包
丁
や
は

さ
み
、
鎌
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

持
ち
込
ん
だ
方
も
「
良
く
切
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
、
毎
年
頼
ん
で
い
る
」「
思

と
か
ら
西

和
賀
町
と

し
て
山
開

き
の
日
を

統
一
し
今

年
は
南
本

内
岳
で
山

開
き
を
行

い
、
来
年

は
和
賀
岳

で
行
う
予

定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

い
出
の
包
丁

だ
か
ら
長
く

使
い
た
い
」

「
買
い
換
え

よ
り
は
再
利

用
し
て
い
き

た
い
」
な
ど

と
依
頼
の
理

由
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
今

回
の
刃
物
研
ぎ
の
収
益
金
は
４
会
場
で
７

万
４
９
８
０
円
に
な
り
、
６
月
26
日
に
全

額
が
西
和
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

「ふむふむ、�
　　どんな情報だい？」�

「町の情報を�
　　キャッチしました！」�
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三
滝
不
動
明
神

下
前
地
区
で
祈
願

誰
も
が
人
生
で
悩
む

ゆ
る
し
の
コ
ン
サ
ー
ト
in
碧
祥
寺

西
高
生
と
福
祉
体
験
学
習

金
沢
伏
見
高
校
の
修
学
旅
行

７
月
３
日
下
前
地
区
で
毎
年
恒
例
の
三

滝
不
動
明
神
参
拝
と
女
神
山
登
山
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
拝
に
は
地
区
民
20
人
あ
ま
り
の
ほ
か

に
、
下
前
分
校
と
湯
本
小
学
校
が
統
合

（
平
成
13
年
）
さ
れ
る
際
の
引
き
継
ぎ
事

項
と
し
て
湯
本
小
学
校
５
年
生
５
人
と
教

諭
や
父
母
な
ど
も
参
加
し
ま
し
た
。

８
時
45
分
か
ら
下
前
公
民
館
前
で
行
わ

れ
た
出
発
式
で
は
、
児
童
を
代
表
し
て
高

橋
美
香
さ
ん
（
湯
田
）
が
「
あ
き
ら
め
な

い
で
頂
上
ま
で
頑
張
っ
て
登
り
た
い
」
と

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

参
拝
で
は
、
地
区
民
が
持
ち
寄
っ
た
御

神
酒
が
神
前
に
供
え
ら
れ
、
お
の
お
の
に

祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

下
前
地
区
に
は
、
秋
田
県
の
県
境
付
近

に
下
前
風
景
林
と
呼
ば
れ
る
ブ
ナ
林
や
７

つ
の
滝
が
あ
り
ま
す
。
三
滝
と
は
、
白
糸

の
滝
、
降
る
滝
、
姥
滝
の
３
つ
を
指
し
て

い
ま
す
。

６
月
28
日
、
西
和
賀
高
校
と
石
川
県
立

金
沢
伏
見
高
校
（
６
５
８
人
、
金
沢
女
子

学
校
が
前
身
）
の
福
祉
体
験
学
習
が
、
町

内
保
育
所
や
福
祉
施
設
な
ど
９
カ
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
体
験
学
習
は
平
成
12

年
か
ら
行
わ
れ
今
年
で
６
回
目
と
な
り
ま

し
た
（
昨
年
の
み
休
止
）。

今
回
の
体
験
学
習
に
は
、
金
沢
伏
見
高

校
人
間
福
祉
コ
ー
ス
科
の
２
年
生
40
人
と

西
和
賀
高
校
福
祉
コ
ー
ス
に
所
属
す
る
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

体
験
先
の
一
つ
の
沢
内
病
院
に
は
金
伏

高
生
５
人
と
西
高
生
１
人
が
配
属
に
な
り

ま
し
た
。
金
伏
高
２
年
生
の
中
村
葵
さ
ん

は
「
良
い
体
験
な
の
で
、
現
場
の
こ
と
を

も
っ
と
も
っ
と
教
え
て
欲
し
い
し
、
い
ろ

い
ろ
体
験
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
心
で
し

た
。生

徒
ら
は
沢
内
病
院
看
護
師
の
指
導
の

元
で
、
入
院
患
者
の
洗
髪
を
行
い
、
話
し

相
手
に
な
る
な
ど
患
者
さ
ん
の
側
に
な
っ

て
、
親
身
に
な
っ
て
や
さ
し
く
応
え
て
い

ま
し
た
。

６
月
17
日
碧
祥
寺
で
「
ゆ
る
し
の
コ
ン

サ
ー
ト
in
碧
祥
寺
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
碧
祥
寺
が
行
っ
た
も
の
で
、
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
一
世
を
風
靡
し
時
代
を
駆
け

抜
け
たX

-JA
P
A
N

の
ボ
ー
カ
ル
だ
っ
た

T
O
SH
I

さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

T
O
SH
I

さ
ん
は
、X

-JA
P
A
N

と
し
て

の
活
動
を
終
え
た
お
よ
そ
10
年
前
か
ら
全

国
各
地
で
お
よ
そ
２
５
０
０
も
の
会
場
で

同
様
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
光
寿
苑
な
ど
町
内
の
福
祉
施

設
を
友
愛
訪
問
し
た
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

し
た
が
、
そ
の
歌
声
は
疲
れ
を
感
じ
さ
せ

な
い
ほ
ど
伸
び
や
か
に
澄
み
わ
た
り
観
客

を
い
や
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
幼
少
期
や
ロ
ッ
ク
ス

タ
ー
と
し
て
頂
点
に
あ
っ
た
自
分
を
振
り

返
り
「
子
供
の
頃
は
親
の
虐
待
を
受
け
て

き
た
。
デ
ビ
ュ
ー
し
て
か
ら
も
売
れ
れ
ば

売
れ
る
ほ
ど
心
が
す
さ
ん
で
い
っ
た
。
し

か
し
、
つ
ら
か
っ
た
が
か
っ
こ
つ
け
て
ロ

ッ
ク
ス
タ
ー
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
時
に
、
い
や
し
の
歌
を
歌
う

音
楽
家
と
の
出
逢
い
が
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
苦
悩

の
連
続
で
あ
っ
た
日
々
の
事
や
時
に
は
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
お
よ
そ
１
時
間
30

分
に
わ
た
り
熱
唱
し
ま
し
た
。

１
５
０
人
ほ
ど
の
観
客
の
中
に
は
「
本

当
に
心
が
洗
わ
れ
た
。
頂
点
を
極
め
た
人
、

そ
し
て
人
生
を
悩
ん
だ
人
だ
か
ら
こ
そ
言

葉
の
一
言
一
言
に
重
み
が
あ
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

T
O
S
H
I

さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
い
や

し
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
続
け
そ
の
歌
声
を
全

国
各
地
に
届
け
ま
す
。

参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました参拝の後に登山をしました

「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」
「どうですか」
「すごくきもちいいですよ」熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん熱唱するTOSHIさん

う
ば

え
っ
く
す
じ
ゃ
ぱ
ん

と
　
し
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７
月
11
日
町
内
で
西
和
賀
地

方
農
業
農
村
指
導
士
会
（
畠
山

繁
美
会
長
・
下
前
）
が
「
現
地

巡
回
並
び
に
西
和
賀
農
業
に
係

る
意
見
交
換
会
」
を
行
い
ま
し

た
。西

和
賀
地
方
農
業
農
村
指
導

士
会
と
は
、
西
和
賀
に
在
住
す

る
農
業
農
村
指
導
士
な
ど
で
組

織
さ
れ
る
会
。

今
回
は
会
員
の
他
に
中
央
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
西
和

賀
農
協
な
ど
関
係
者
ら
で
現
地

を
視
察
し
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
で
、
西
和
賀
農
業
の
課
題
や

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
互
い

に
情
報
を
共
有
し
、
理
解
を
深

め
る
事
を
目
的
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
野
の
泉
川
裕
市

さ
ん
の
肉
牛
飼
育
や
石
川
紘
一

さ
ん
の
花
卉
栽
培
の
ほ
か
数
カ

所
を
見
学
し
た
後
に
、
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
題
材
は
、
町
が

新
し
く
組
織
す
る
「
西
和
賀
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」

に
つ
い
て
で
す
。

農
林
課
の
内
記
和
彦
課
長
補

佐
が
振
興
セ
ン
タ
ー
の
整
備
の

推
進
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。そ

の
中
で
内
記
補
佐
は
「
西

和
賀
で
は
農
業
が
重
要
な
産
業

で
あ
る
が
、
各
種
の
デ
ー
タ
か

ら
分
析
す
る
と
、
こ
の
ま
ま
で

は
将
来
の
農
業
は
よ
り
厳
し
く

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
市
場
競
争
力

の
あ
る
産
地
形
成
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
戦
略
的

な
組
織
と
し
て
、
西
和
賀
花
卉

振
興
協
議
会
を
母
体
と
し
て
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

出
席
者
「
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

の
位
置
づ
け
は
ど
う
な
の
か
」

町
「
地
域
に
お
け
る
先
導
的
農

業
を
支
援
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
き
た
い
」

出
席
者
「
名
称
が
変
わ
っ
た
だ

け
で
、
中
身
が
変
わ
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
？
」

出
席
者「
花
卉
だ
け
で
は
な
く
、

ワ
ラ
ビ
や
山
菜
も
取
り
組
ん
で

欲
し
い
」

町
「
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
最

終
的
に
は
、
農
業
の
全
体
的
な

底
上
げ
を
す
る
組
織
と
し
て
い

き
た
い
が
、
ま
ず
は
花
卉
部
門

で
成
功
事
例
を
つ
く
り
、
そ
の

経
験
を
基
に
他
の
産
物
に
広
げ

て
い
き
た
い
」

出
席
者
「
こ
の
品
種
な
ら
ば
こ

こ
で
作
っ
て
大
丈
夫
だ
な
と
い

う
の
が
見
え
れ
ば
農
家
も
安
心

だ
と
思
う
、
そ
う
い
う
機
能
を

も
っ
て
欲
し
い
」

出
席
者
「
品
種
改
良
品
も
消
費

者
に
と
っ
て
は
嗜
好
品
。
い
つ

か
は
売
れ
な
く
な
る
。
市
場
価

値
の
な
い
も
の
は
捨
て
て
い

く
。
そ
の
繰
り
返
し
が
、
新
品

種
の
創
作
に
結
び
つ
く
の
で
は

い
か
」

出
席
者
「
セ
ン
タ
ー
に
ど
の
く

ら
い
の
投
資
を
考
え
て
い
る
の

か
」
な
ど
、
議
論
が
白
熱
し
ま

し
た
。

町
で
は
、
セ
ン
タ
ー
整
備
の

た
め
の
検
討
会
を
設
置
し
、
３

（
仮
称
）
西
和
賀
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
聞
く

現
地
巡
回
と
意
見
交
換
会

西和賀地方
農業農村
指導士会

意
見
交
換
会
の
内
容

農業農村指導士とは
農業技術や経営の向上に積極的

に取り組んでいる方、農産物加工
やグリーンツーリズムなどに積極
的に取り組んでいる方で、認定さ
れた時の年齢が39歳から55歳（認
定される期間は65歳まで）までの
方。
西和賀町では、現在12人が岩手

県から認定され、農業振興に尽力
しています。
青年農業士とは
将来の農業・農村のリーダーと

なる人材を養成するために、５年
以上の農業経験があり、農業経営
を通して地域農業の発展に貢献し
ている35歳未満の方が対象です。
西和賀町では、現在は戸巻政美

さん（大野）が認定されています。

？

？

意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子意見交換会の様子

現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める現地視察で理解を深める

回
ほ
ど
会
議
を
開
き
、
事
業
内

容
や
予
算
な
ど
を
確
定
し
、
年

内
に
は
発
足
し
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

西和賀地方農業農村指導士会

会　長

副会長

監　事

事務局長

会　員

畠山　繁美

高橋　厚子

石川　　勝

佐々木シヲ子

有馬　富博

石川　紘一

高橋　　明

高橋　範道

多田　隆義

戸巻　政美

中村キミイ

南川　信一

下前

大渡

大野

前郷

鍵飯

大野

下前

穴明

貝沢

大野

両沢

貝沢

（敬称略・あいうえお順）
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瀬
川
強
さ
ん
が
７
月
１
日
に
環
境
大
臣
か
ら
希
少
動
植
物
種
保

存
推
進
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
７
０
０
人
あ
ま
り
が
委

嘱
さ
れ
、
西
和
賀
町
で
は
瀬
川
さ
ん
た
だ
一
人
で
、
任
期
は
３
年

間
で
す
。

推
進
員
の
役
割
は
、
①
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の

種
が
お
か
れ
て
い
る
状
況
や
そ
の
保
存
の
重
要
性
に
つ
い
て
啓
発

活
動
を
行
う
こ
と
②
絶
滅
種
の
生
育
状
況
や
生
育
地
の
状
況
に
つ

い
て
調
査
す
る
こ
と
③
希
少
動
植
物
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
助

言
を
行
う
こ
と
④
絶
滅
種
の
保
存
の
た
め
に
国
、
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
が
行
う
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

国
や
県
で
は
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保

存
に
関
す
る
法
律
（
一
般
的
に
は
「
種
の
保
存
法
」
と
言
い
ま
す
）」

に
よ
り
、
絶
滅
す

る
お
そ
れ
の
あ
る

品
種
に
つ
い
て
は

リ
ス
ト
化
を
す
る

な
ど
し
な
が
ら
、

種
の
保
存
を
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一

つ
と
し
て
「
希
少

野
生
動
植
物
種
保

存
推
進
員
」
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
種
の

保
存
活
動
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
行

わ
れ
ま
す
。

７
月
３
日
湯
田
庁
舎
で
西
和
賀
町
自
然
保
護
パ

ト
ロ
ー
ル
員
に
対
す
る
委
嘱
状
の
交
付
式
が
あ
り

ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
主
な
業
務
は
、
町
内
の
自
然

景
観
、動
植
物
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

自
然
環
境
の
状
況
把
握
に
努
め
る
ほ
か
、
盗
掘
な

ど
の
違
反
行
為
の
監
視
、
指
導
を
行
う
こ
と
に
し

て
お
り
、
そ
の
活
動
範
囲
は
町
内
全
域
に
及
び
ま

す
。こ

の
組
織
は
、
町
独
自
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
組
織
で
旧
湯
田
町
で
組
織
し
て
以
来
毎
年
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
合
併
を
機
に
沢
内
方
面
も
監
視

の
対
象
に
含
め
ま
し
た
。

会
議
で
は
「
パ
ト
ロ
ー
ル
員
に
よ
る
情
報
を
共

有
し
、
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
」
な
ど
の
意
見

の
ほ
か
、「
盗
掘
し
て
い
る
の
は
分
か
っ
て
い
る

が
、
そ
の
確
証
が
つ
か
め
ず
苦
い
思
い
を
し
た
」

な
ど
の
経
験
談
が

あ
り
ま
し
た
。

町
に
は
、
宝
と

な
る
自
然
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
然
環
境
の

良
好
な
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
自
然

を
守
る
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

７
月
12
日
湯
田
庁
舎
で
西
和
賀
町
不
法
投
棄
監

視
員
９
人
に
対
す
る
委
嘱
状
の
交
付
式
が
あ
り
ま

し
た
。

高
橋
助
役
は
「
旧
湯
田
町
で
は
平
成
14
年
か
ら

不
法
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
設
置
、
そ
し
て
旧
沢
内
村

で
は
公
衆
衛
生
組
合
の
指
導
員
が
名
前
は
違
え
ど

同
じ
よ
う
な
活
動
を
し
て
き
た
。
今
回
か
ら
西
和

賀
町
不
法
投
棄
監
視
員
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
な
い
が
、
皆
さ

ん
の
活
動
に
よ
り
、
投
棄
が
少
な
く
な
り
環
境
保

全
に
つ
な
が
る
事
を
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

当
日
は
各
監
視
員
に
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
、
任
期
は
来
年
３
月
ま
で
。
監
視
員
は
、
町

内
の
不
法
投
棄
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、

早
期
に
不
法
投
棄
を
発
見
し
て
必
要
な
措
置
を
行

い
、
生
活
環
境

保
全
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
不

法
投
棄
は
犯
罪

で
、
刑
事
罰
の

対
象
に
も
な
り

ま
す
。
絶
対
に

し
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ

う
。

希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員

瀬
川
強
さ
ん
（
川
尻
）

西
和
賀
町
自
然
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
　

盗
掘
防
止
に
目
を
光
ら
せ
る

８
人
に
委
嘱
状
を
交
付

不
法
投
棄
は
犯
罪

町
内
で
監
視
活
動
を
強
化
　

９
人
に
委
嘱
状
を
交
付

委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん委嘱を町長に報告する瀬川さん
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中学校通信陸上岩手県大会
７月１日から２日北上総合運動公園陸上競技

場で行われました。そして、６月４日に行われ
た岩手県中学校通信陸上北上地区大会に上位の
成績を収めた選手が出場しました。
残念ながら今一歩のところで、全国大会への

切符を手に入れることはできませんでした。
結果（入賞者のみ）

◇１年100ｍ
６位・平澤凜さん（沢内中・1年・泉沢）13秒81
◇低学年400ｍリレー
５位・沢内中（福田さやかさん・１年・貝沢、

加藤育さん・２年・新町、石川千尋さ
ん・２年・若畑、平澤凜さん）55秒94

第58回岩手県民体育大会
西和賀町からはボート、柔道やバレーボール

などに出場しました。ボート大会では、３クル

ーが優勝するなど大活躍しました。

ボート競技は、６月30日から７月２日にかけて

雫石町の御所湖レガッタコースで行われました。

大会結果（ボート競技の優勝のみ）
◇男子シングルスカル 米澤豪範さん（太田）

◇女子シングルスカル 高橋尚子さん（湯川）

◇女子舵手付きクォドルプル
Ｃ和泉幸奈さん（猿橋）、Ｓ照井陽子さ　　

ん（川尻）、３高橋美紀子さん（下前）、２

高橋千恵子さん（下前）、Ｂ山田温子さん

（穴明）

第42回和賀地区中学総合体育大会
６月17日から18日にかけて、北上市民銃剣道

場や北上展勝地野球場などで各種競技が行われ
ました。

結果（県大会出場者のみ）
【湯田中学校】
◇男子卓球個人戦
優勝・中島貴大君（３年・白木野）

【沢内中学校】
◇女子ソフトボール 優勝
◇柔道男子団体 準優勝
◇48㌔級 ３位・高橋一平君（３年・大野）
◇60㌔級 ２位・田中正博君（３年・新町）

３位・福田賢佑君（３年・貝沢）
◇81㌔級 ２位・米澤　宏君（３年・泉沢）
◇90㌔級 ２位・小田島圭太君（３年・新町）

第53回岩手県中学校総合体育大会
地区予選を勝ち抜いた選手らは７月15日から

17日、岩手県営武道館などで行われた県大会に
出場しました。残念ながら今一歩のところで、
全国大会への切符を手に入れることはできませ
んでした。（陸上は地区予選なし）

結果（地区予選通過者と入賞者）
【湯田中学校】
◇男子卓球個人戦 中島貴大君・２回戦進出
◇陸上男子砲丸投げ
９位・門脇裕君（３年・湯田）10m33cm

◇陸上男子800m
９位・高橋直寛君（３年・上野々）2分12秒31
◇陸上女子1500m
８位・佐藤藍さん（２年・下前）５分９秒97

【沢内中学校】
◇女子ソフトボール 準々決勝進出（ベスト８）
◇柔道男子団体 １回戦敗退
◇48㌔級 高橋一平君・準々決勝進出（ベスト８）
◇60㌔級 田中正博君・２回戦進出

福田賢佑君・１回戦敗退
◇81㌔級 米澤宏君・１回戦敗退
◇90㌔級 小田島圭太君・１回戦敗退
◇陸上1年女子100m
６位・福田さやかさん（貝沢）14秒45

◇陸上男子幅跳び
６位・刈田翔君（３年・新町）５ｍ77

◇陸上男子1500ｍ
５位・佐々木涼太君（３年・前郷）4分28秒12

各種大会結果

としのり

しょうこ

平成18年度東北ボート選手権大会
6月2日から4日まで錦秋湖で行われた岩手県

総合体育大会ボート競技で上位の成績を収めた
西和賀高校漕艇部から３クルーが東北ボート選
手権大会に出場しました。
大会は6月23日から25日にかけて秋田県大潟

村の秋田県中央幹線排水路大潟ボートコースで
行われました。
◇男子シングルスカル
伊藤和法君（３年・新町） ８位入賞

◇男子ダブルスカル
佐々木優真君（２年・北上市）と高橋信明君
（３年・北上市） 準決勝進出

◇女子舵手付きクォドルプル
Ｃ土井春香さん（３年・長瀬野）、Ｓ高橋美知子
さん（３年・湯田）、２高橋杏奈さん（３年・湯
之沢）、３松本久美さん（３年・横手市）、Ｂ高橋
佳寿子さん（３年・下前） 準決勝進出

第88回夏の高校野球岩手大会
7月15日県営球場で、西和賀高校が出場しま

したが惜しくも一回戦突破はなりませんでした。
西和賀高校 0 － 7  金ヶ崎高校
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６
月
定
例
会
が
６
月
19
日
か
ら
23
日
ま

で
開
催
さ
れ
、
議
案
12
件
、
承
認
４
件
が

提
案
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
に
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
来
月
発
行
予
定
の
議
会
だ

よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
議
案
第
４
号
】

西
和
賀
町
立
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

公
民
館
の
使
用
時
間
に
つ
い
て
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
太
田
地
区
公
民
館
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
10
時
ま
で
、
川
尻
地
区
公
民
館

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
30
分
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
で
現
在
解
体
中
の

川
尻
地
区
公
民
館
は
、
便
宜
的
に
銀
河
ホ

ー
ル
の
「
西
和
賀
町
文
化
創
造
館
条
例
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
議
案
第
９
号
】

平
成
１８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
18
年
度
の
町
の
一
般
会
計
に
つ
い

て
、
歳
入
歳
出
と
も
６
億
６
２
５
万
５
０

０
０
円
を
追
加
し
て
、
歳
入
歳
出
の
予
算

額
を
65
億
４
１
２
５
万
５
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

主
な
事
業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
老
朽
化
し
た
テ
レ
ビ
共
聴
施
設
の
改
修

費
と
し
て
出
途
の
湯
組
合
（
湯
川
）
に
３

８
４
万
円
を
補
助
。

・
ゴ
ミ
処
理
収
集
車
（
４
㌧
）
購
入
費
と

し
て
３
０
０
万
円
。

・
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
用
活
動
車
両
購
入

費
と
運
営
補
助
金
と
し
て
７
４
０
万
円
。

・
湯
田
堆
肥
セ
ン
タ
ー
増
築
工
事
と
沢
内

堆
肥
セ
ン
タ
ー
改
修
（
新
乾
燥
棟
建
設
を

含
む
）
工
事
費
と
自
走
式
か
く
は
ん
機
購

入
費
と
し
て
２
億
１
０
０
０
万
円
あ
ま
り
。

・
湯
本
温
泉
揚
湯
施
設
改
修
事
業
費
補
助

金
と
し
て
１
０
８
９
万
円
。

・
沢
内
第
一
小
教
員
住
宅
と
猿
橋
小
教
員

住
宅
の
下
水
道
接
続
工
事
費
と
し
て
４
４

１
万
円
。

・
貝
沢
小
学
校
の
雨
漏
り
防
水
改
修
工
事

費
と
し
て
２
６
７
９
万
円
。

・
漕
艇
用
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
購
入
費
補
助
金

と
し
て
３
２
０
万
円
。

今回の対策の概要は、先月号でお知らせして
いますが、本町で対策の対象となる作物は現在
のところ「米」となっています。
具体的な対策の内容は次のとおりです。
その年の収入額（米の販売額）と基準額（平

年の収入額）の差額の9割を補てんするというも
のです。
なお、補てん金を受けることのできる方は、

積立金を払っている方など、対象者になるには
一定の条件を満たす必要があります。
農家の積立額は、基準額の2.25％で、国では

対象者の積立額の3倍を積み立てることになって
います。

○１反歩あたりの積立額を試算してみると次の
ようになります（あくまで目安です）。
・米の1袋、30㌔当たりの販売額を7,000円と仮
定します。
・10ａ当たりの生産量を17袋と仮定します。

……②

これからの農業 この条件で計算すると１反歩あたりの積立金
は2,975円になります。
（7,000円×17袋×2.25％＝2,975円）
・国はこの額の3倍の8,925円を積み立てます。
（参考）
米を出荷している農業者の方々が、現在参加

している稲作所得基盤確保対策の積立額は基準
額の2.5％です。

○１反歩あたりの補てん金は次のように試算さ
れます（あくまで目安です）。
平年収入を119,000円とし、平年に比べ1割値

段が下がると仮定します。
・１反歩につき10,710円の補てんがされる計算
になります。

（119,000円×10％（1割）×90％（補てん率）
＝10,710円）
（参考）
現在、経営規模に関係なく、全農家向けに実

施されている減収対策である稲作所得基盤確保
対策については、19年度以降も継続はできると
されています。

お問い合わせ先／農林課（沢内庁舎）
85－3415

6
月
定
例
会

沢
内
村
病
院
院
長

新
階
　
敏
恭
さ
ん

６
月
30
日
に
退
職
し
ま
し
た
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虫歯や歯周病は、放置すると確
実に進行し、元に戻りにくい蓄積
的な病気です。これらの病気で歯
を失うと、社会生活を送るうえで
マイナスとなり、本人にとっては
想像以上に深刻な悩みとなります。
豊かで健康的な生活を生涯送るに
は、子供時代から老年期まで歯や口の病気の予
防・治療に取り組むことが大切です。
虫歯は歯の溝、歯と歯の隣り合っている部分や

歯の根元などの歯垢（プラーク）がつきやすい場
所によくできます。
虫歯は歯の色が茶褐色や黒っぽい色になること

から始まります。一般的には、年をとるにつれて
虫歯の進行はゆるやかになります。高齢になると、
歯の根元がくさび状にえぐれて、そこに虫歯がで
きることがあります。
歯垢は細菌のかたまりで、虫歯だけでなく、歯

肉の炎症や歯石など歯周病の原因にもなります。
病気が進むと歯を支える骨まで溶けて、最後には
歯が抜けてしまいます。
歯周病は糖尿病や喫煙、不規則な生活やストレ

スにより悪化することがわかっており、最近は生
活習慣病として認識されるようになりました。
歯垢は、口の中の細菌が増殖したものです。ネ

バネバ物質で歯に糊付けされ
ていますので、歯ブラシでこ
すって落とす必要があります。
磨き方のポイントは①歯ブ

ラシは指先で持つ②毛先が直
角に当たるように歯ブラシを
当てる③力を入れすぎないよ
うにして歯のすみずみに毛先
を届かせるの３点です。あと
は一人一人の歯並びに合わせ
て工夫し、磨き方を身につけ
てください。

働きながら子育てをする親にとっ
て、紙おむつは強い味方です。しか
し、布おむつが主流だったころに比
べると、子供の排泄の自立が遅くな
っているような気がします。さらさ
ら感が持続する紙おむつと違い、布
おむつは１回のおしっこで気持ちが

悪くなり、子供が泣くことでお母さんが気づき、
便や肌の様子を見ながらスキンシップをとってい
たのではないでしょうか。
新町保育所で排泄の自立を目指し始めるときは、

まず子供と保育士の信頼関係を確立し、子供の排
泄間隔をつかんでいきます。１歳半前後で間隔が
あくようになるので、オマルに座らせてみます。
嫌がる子には無理をさせず、まず座れたことを褒
め、様子を見ながら進めていきます。上手におし
っこができたら、いっぱい褒めてあげると、子供
もにっこり笑顔になり喜びます。
オマルでできるようになったら、綿のパンツに

移行させます。最初のうちは山のような汚れ物がで
ますが、失敗を繰り返しながらタイミングが合うよう
になると、排泄の自立が見えてきます。
感心した事例を紹介します。Ｓ君は2歳近くで紙

おむつで途中入所しました。ある寒い日、紙おむ
つをはかずにズボンだけはいて遊んでいたＳ君は
おもらしをしてしまい、「うー」と知らせてくれま
した。これはチャンスと思い、
ご家族にパンツとズボンをたく
さん用意してもらい、排泄トレ
ーニングを開始。その結果、ご
家族の協力もあって１ヶ月で排
泄の自立のきざしが見えてきた
のです。双方が真剣に取り組め
ばこんなに早く成果が現れるこ
とは、私たち保育士にとっても
うれしいことです。
これからも子供たちの成長の

手助けをし、子育てのお手伝い
をしていきたいと思います。

腰痛と上手につきあっていくには 沢内病院理学療法士 松岡陽介

農
作
業
で
忙
し
い

時
期
、
腰
痛
に
悩
む

方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
方
の

ほ
と
ん
ど
が
、
長
い

間
同
じ
姿
勢
や
動
作

を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
腰
や
背
骨
が
変
形

し
、
慢
性
化
し
た
腰
痛
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。

農
業
で
は
中
腰
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
が

多
く
、
他
の
業
種
よ
り
腰
痛
に
な
り
や
す

い
環
境
で
す
。

仕
事
中
の
腰
痛
対
策
と
し
て
は
、
①
物

を
持
ち
上
げ
る
と
き
は
ひ
ざ
を
つ
い
て
、

物
を
体
に
密
着
さ
せ
る
②
重
い
も
の
は
背

負
う
か
、
小
分
け
に
し
て
両
手
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
持
つ
。
ま
た
は
台
車
を
使
う
③
低

い
所
の
物
を
持
ち
上
げ
る
と
き
は
ひ
ざ
を

つ
く
④
高
い
所
の
物
を
持
ち
上
げ
る
と
き

は
背
伸
び
を
せ
ず
、
踏
み
台
を
使
う
な
ど

で
す
。

ま
た
、
腰
痛
の
方
は
、
日
常
生
活
の
中

で
腰
へ
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
も
必
要
で

す
。朝

起
き
る
時
は
、
布
団
の
中
で
背
伸
び

を
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
と
軽
め
の
体
操
を

す
る
な
ど
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し

て
か
ら
動
き
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
一

定
時
間
同
じ
姿
勢
を
と
り
続
け
た
ら
、
背

伸
び
な
ど
を
し
て
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
血
行

を
促
す
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

そ
し
て
、
特
に
効
果
的
な
の
が
入
浴
で

す
。
３８
〜
４０
度
の
お
湯
に
つ
か
る
と
、
血

行
が
良
く
な
り
、
筋
肉
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

ま
す
。

自
分
の
腰
と
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
け

る
よ
う
に
、
日
々
の
小
さ
な
心
が
け
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

6月27日放送分

6月13日放送分 6月6日放送分

虫歯・歯周病と歯の磨き方
保健福祉課主任歯科衛生士　　石川澄子

子供の排泄の自立
新町保育所主任保育士　　和泉静江

有線で放送した「くらしと健康」
から抜粋しお知らせします

有線放送から

しこう
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次のとおり入札を行いました。施行場所などの詳細に
ついては、建設課までお問い合わせください。
建設課82-3288

番　号／1 施行場所／下前
工事名／17災第12号大寅沢川筋左岸河川災害復旧工事
内　容／復旧延長15m、かごマット工15m、植生工15㎡
契約金額／176万4,000円　　契約者／竹沢工務店
工　期／H18.6.15～8.28

番　号／2 施行場所／小繋沢
工事名／17災13号沢中川川筋左岸河川災害復旧工事
内　容／復旧延長24m、かごマット工24m、植生工24㎡
契約金額／224万7,000円　　契約者／（有）薄井組
工　期／H18.6.15～8.31

番　号／3 施行場所／川尻
工事名／17災14号町道錦秋湖グランド線道路災害復旧
内　容／復旧延長12m、コンクリートブロック積工57㎡
契約金額／207万9,000円　　契約者／（有）淀川組
工　期／H18.6.15～8.31

番　号／4 施行場所／長松
工事名／17災15号町道湯之沢長松線道路災害復旧工事
内　容／復旧延長15m、コンクリートブロック積工57㎡、
ガードレール撤去再設置工15m
契約金額／245万7,000円　　契約者／高正組
工　期／H18.6.15～9.5

番　号／5 施行場所／長松
工事名／17災16号町道湯之沢長松線道路災害復旧工事
内　容／復旧延長29m、コンクリートブロック積工53㎡、
ガードレール撤去再設置工29m
契約金額／234万1,500円　契約者／（有）武田工務店
工期／H18.6.15～9.5

番　号／6 施行場所／樺沢、弁天、川舟
工事名／浄化槽市町村整備推進事業戸別浄化槽設置（そ
の３）工事
内　容／小規模合併処理浄化槽設置　7人槽4基
契約金額／488万2,500円　　契約者／（有）近藤設備
工　期／H18.6.15～9.21

番　号／7 施行場所／柳沢、小繋沢
工事名／浄化槽市町村整備推進事業戸別浄化槽設置（そ
の２）工事
内　容／小規模合併処理浄化槽設置　7人槽4基
契約金額／493万5,000円　　契約者／（有）湯田機械
工　期／H18.6.15～9.21

番　号／8 施行場所／白木野、越中畑、中村、鷲之巣
工事名／浄化槽市町村整備推進事業戸別浄化槽設置（そ
の１）工事
内　容／小規模合併処理浄化槽設置　7人槽5基
契約金額／609万円　　契約者／（有）薄井組
工　期／H18.6.15～10.3

番　号／9 施行場所／鍵飯
工事名／町道東側幹線道路改良に伴う送・配水管移設工
事
内　容／送・配水管布設工220m、管路土工1式、ケーブ
ル布設工220m
契約金額／507万1,500円　　契約者／（有）栄和工業
工　期／H18.6.15～9.8

番　号／10 施行場所／湯本
工事名／町道湯本清水ケ野線側溝防音対策工事
内　容／特殊側溝蓋16枚、500用側溝蓋460枚、流雪溝
用グレーチング31枚
契約金額／456万7,500円　　契約者／（有）西村組
工　期／H18.6.15～9.15

番　号／11 施行場所／沢内地内
工事名／沢内統合簡易水道事業実施設計業務委託
内　容／設計業務　1式（5配水系）、中央監視施設設計
1式（5配水系）
契約金額／283万5,000円
契約者／新日本設計(株)東北支社
工　期／H18.6.15～H19.1.10

番　号／12 施行場所／川尻
工事名／平成18年度除雪機械（除雪トラック）整備事業
内　容／除雪トラック10t級1台
契約金額／2,373万円
契約者／岩手日野自動車(株)花北営業所
工　期／H18.6.21～11.21

番　号／13 施行場所／鍵飯
工事名／沢内統合簡易水道事業南部浄水場機械電気計装
設備工事
内　容／急速ろ過設備工事1式、水処理付帯電気設備工
事1式、電気計装設備工事1式
契約金額／1億1,865万円
契約者／理水化学(株)仙台支店
工　期　／H18.6.21～H19.2.28

番　号／14 施行場所／鍵飯
工事名／沢内統合簡易水道事業南部浄水場築造工事
内　容／浄水棟築造工1式、導水・送水・越流排泥排水
管布設工1式、門扉設置工1式
契約金額／3,990万円　　契約者／（株）高光建設
工　期／H18.6.21～H19.2.28

番　号／15 施行場所／弁天
工事名／町道蛭山線蛭山橋道路工工事
内　容／施工延長311.85m、取付道路工２ヶ所、防護柵
工252m、舗装工3,425㎡
契約金額／1,858万5,000円　契約者／（有）高橋重機
工　期／H18.6.20～9.20

番　号／16 施行場所／鍵飯
工事名／町道東側幹線道路改良工事
内　容／土工1式、管渠工20.8m、側溝工252.9m、舗装
工2,192㎡
契約金額／2,656万5,000円　　契約者／柿沢建設
工　期／H18.6.20～11.14

番　号／17 施行場所／小繋沢
工事名／小繋沢橋整備（下部工）・（取付道路）工事
内　容／橋台2基、護岸工349㎡、側溝工69.6m
契約金額／4,179万円　　契約者／（有）鎌田組
工　期／H18.6.20～H19.3.16

番　号／18 施行場所／沢内地内
工事名／平成18年度西和賀町地籍過年度数値情報化業務
委託
内　容／旧沢内村地籍数値情報化
契約金額／1,890万円　　契約者／(株)ハイマーテック
工　期／H18.7.6～12.20

入　札　執　行　状　況

6月9日執行分

6月14日執行分

6月30日執行分



診
療
カ
レ
ン
ダ
ー
の

経
過先

の
広
報
で
投
書

を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
沢
内
病
院
の
診

療
日
に
つ
い
て
は
毎

月
５
日
発
行
の
お
し

ら
せ
版
に
掲
載
す
る

こ
と
に
し
て
、
７
月
５
日
号
か
ら
始
め
ま

し
た
。

（
広
報
編
集
委
員
会
）

●
録
音
図
書
の
充
実
を

（
※
柏
崎
さ
ん
は
目
が
見
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

先
日
「
声
の
広
報
に
し
わ
が
」
が
届
い

て
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
、
目

が
見
え
な
く
な
っ
て
30
年
で
す
。「
声
の

広
報
ゆ
だ
」
の
時
か
ら
、
町
の
情
報
を
知

る
唯
一
の
手
段
と
し
て
、
声
の
広
報
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
柿
沢
さ
ん
や
照
井

さ
ん
、
そ
し
て
録
音
奉
仕
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
こ
だ
ま
」
の
皆
さ
ん
に
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
。

町
に
対
す
る
要
望
と
し
て
は
、
録
音
図

書
を
１
０
０
０
冊
ほ
ど
購
入
し
て
い
た
だ

き
図
書
館
に
備
え
付
け
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

（
湯
田
・
柏
崎
岩
）

「
録
音
図
書
」
は
一
般
の
図
書
と
比
較

し
て
著
し
く
高
価
で
す
。
そ
の
た
め
今
年

度
予
算
で
の
購
入
は
難
し
い
状
態
で
す
。

近
隣
で
は
北
上
市
立
図
書
館
（

63
│

３
３
５
９
）
に
も
録
音
図
書
が
あ
り
ま
す

が
、
貸
し
出
し
で
利
用
す
る
に
は
「
北
上

市
内
に
住
ん
で
い
る
方
、
市
内
に
通
勤
、

通
学
さ
れ
て
い
る
方
」
が
条
件
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
盛
岡
市
に
あ
る
県
立
視
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ー
ナ
４
階
　

０
１
９
│
６
０
６
│
１
７
４
３
）
で
は
、

「
録
音
図
書
」
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
図
書
係
（

82

│
３
２
４
０)

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
利
用
に
あ
た
っ
て
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

(

生
涯
学
習
課
）

録
音
奉
仕
グ
ル
ー
プ
「
こ
だ
ま
」（
佐

藤
里
美
子
会
長
・
大
沓
）
は
、
目
に
障
害

の
あ
る
方
な
ど
へ
広
報
紙
を
テ
ー
プ
に
録

音
し
届
け
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
す
。
昭
和
54
年
か
ら
活
動
を
始
め
て

い
ま
す
。
現
在
の
読
み
手
は
10
人
で
す
。

10
人
が
読
む
記
事
を
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し

な
が
ら
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。

利
用
者
は
、
湯
田
地
内
で
16
人
、
沢
内

地
内
で
２
人
で
す
。

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
、
あ
る
い
は

読
み
手
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
場
合

に
は
、
こ
だ
ま
事
務
局
の
社
会
福
祉
協
議

会
湯
田
支
所
（
悠
々
館
内
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
湯
田
支
所
（
悠
々
館

内
）

84
│
２
１
６
１

●
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
意
識
を
持
と
う

６
月
号
広
報
の
「
ゴ
ミ
に
つ
い
て
考
え

よ
う
」
の
特
集
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
出
前
講
座
で
は
、
日
曜
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

り
、
丁
寧
に
お
話
を
し
て
く
れ
た
生
活
環

境
課
の
ゴ
ミ
処
理
担
当
の
佐
々
木
さ
ん
に

は
、
仕
事
と
は
い
え
そ
の
姿
勢
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

今
回
、
ゴ
ミ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
取
り

上
げ
て
く
れ
て
詳
し
く
分
か
り
、
大
変
な

仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
た
ち
の

こ
と
、
と
て
も
お
金
が
か
か
る
こ
と
な
ど

改
め
て
分
か
り
、
も
っ
と
も
っ
と
分
別
な

ど
で
は
気
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

今
、
マ
イ
バ
ッ
ク
で
買
い
物
を
し
て
い

ま
す
。「
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
」
そ
う
い
う

意
識
を
み
ん
な
で
も
ち
、
ゴ
ミ
一
つ
な
い

き
れ
い
な
西
和
賀
町
、
そ
し
て
日
本
に
な

っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（
猿
橋
・
５０
歳
代
・
女
性
）

（
広
報
編
集
委
員
会
）

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
読
ま
れ
か
つ
親

し
ま
れ
る
広
報
を
心
が
け
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
草
刈
り
の
画
一
的
な
指
導
を

旧
湯
田
町
で
は
、
各
地
区
で
道
路
愛
護

会
と
し
て
、
地
域
内
の
道
路
の
草
刈
り
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

町
内
方
々
を
見
て
み
る
と
、
草
刈
り
が

終
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
ま
だ
の
地
区
な

ど
ま
ち
ま
ち
の
よ
う
で
す
。

私
の
地
区
で
も
ま
だ
な
の
で
、
路
肩
の

草
が
伸
び
道
路
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。

区
長
に
聞
く
と
『
町
か
ら
の
指
示
は
な
い
』

の
で
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
画
一
的
な

指
導
は
必
要
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

(

小
繋
沢
・
７０
歳
代
・
男
性
）

町
道
の
草
刈
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧

湯
田
町
で
は
自
分
た
ち
の
利
用
す
る
道
路

を
大
切
に
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、
各

行
政
区
で
道
路
愛
護
会
を
組
織
し
草
刈
り

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
沢
内
村

で
も
各
集
落
で
集
落
内
道
路
の
路
肩
の
草

刈
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

西
和
賀
町
と
し
て
も
、
町
道
路
肩
の
草

刈
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
基
本
に
各

行
政
区
と
対
応
中
で
す
。

こ
れ
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

き
、
行
政
と
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
と
役

割
を
担
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ご
意
見

に
あ
り
ま
し
た
道
路
の
草
刈
り
等
、
地
域

環
境
の
維
持
･
整
備
に
つ
い
て
は
地
域
の
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所
感

回
答

補
足
説
明

回
答
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１．氏名と住所は、必ずご記入ください。氏名、住所の
記載が無い場合は取り扱いません。

２．お寄せいただいた文章は「西和賀町広報発行規定」
により公平に取り扱います。

３．文章は、広報編集員会にて広報発行の表記方法にし
たがって編集することがあります。

４．氏名、住所、年齢などは原則として広報に掲載しま
すが、公表したくない場合は「希望しない」を○で
囲んでください。
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で予めご了承ください。
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お便りを随時募集中!!

住
所
や
氏
名
の
記
載
の
な
い
お
便

り
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
所
や

氏
名
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

氏名の記載を
・希望する　・希望しない

自
治
活
動
と
し
て
対
応
い
た
だ
き
、
行
政

が
支
援
す
る
形
で
進
め
て
い
る
も
の
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
企
画
課
・
建
設
課
）

●
広
く
声
を
受
け
付
け
て

「
み
ん
な
の
声
」
に
投
書
す
る
際
に
は
、

綴
じ
込
み
の
は
が
き
で
し
か
受
け
付
け
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
川
尻
・
６０
歳
代
・
男
性
）

「
み
ん
な
の
声
」
は
、
必
ず
し
も
綴
じ

込
み
の
は
が
き
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
記

載
し
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
れ
ば
、
封
書
や
メ
ー
ル
な
ど
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
電
話
だ
と
正
確
に
記
録
で
き

な
い
な
ど
の
不
都
合
が
あ
る
の
で
出
来
る

限
り
書
面
で
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

メ
ー
ル
の
場
合
の
送
信
先

kikaku@
tow
n.nishiw

ag
a.lg
.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
の
送
信
先
　
　
　
　
　
　
　

８２
│
３
１
１
１
（
企
画
課
宛
）

(

広
報
編
集
委
員
会
）

●
死
亡
者
の
年
月
日
を
表
示
し
て

広
報
ゆ
だ
の
慶
弔
欄
に
は
、
死
亡
者
の

月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
広
報
に
し
わ

が
に
な
っ
て
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、

死
亡
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
法
要
な

ど
調
べ
も
の
を
す
る
際
に
何
か
と
重
宝
す

る
の
で
今
後
は
掲
載
で
き
な
い
か
？

（
湯
本
・
７０
歳
代
・
男
性
、
同
様
の
投
書

が
ほ
か
に
も
あ
り
）

広
報
編
集
委
員
会
と
し
て
は
、
死
亡
月

日
な
ど
の
情
報
は
当
面
は
記
載
し
な
い
こ

と
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
に
し
わ
が
の
創
刊
時
の
編
集
会
議

で
は
、
広
報
さ
わ
う
ち
で
記
載
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
掲
載
し
な
い
こ
と
に
し
発
行
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
投
書
を
受
け
て
、
広
報
編
集
委
員

会
で
も
再
三
に
わ
た
り
協
議
を
し
て
き
ま

し
た
が
「
掲
載
す
る
か
ど
う
か
は
、
届
出

の
際
に
確
認
し
て
い
る
の
で
月
日
を
記
載

し
て
も
差
し
支
え
が
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
の
一
方
で
、「
法
要
の
際

に
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
」「
子
供
の
出
生

や
婚
姻
の
月
日
に
つ
い
て
は
、
パ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
に
使
う
可
能
性
も
あ
る
」「
誕
生

日
に
な
る
と
各
種
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

が
届
く
」
な
ど
、
誕
生
日
な
ど
も
含
め
て

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
良
い
よ
う
に
も
悪
い

よ
う
に
も
使
わ
れ
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
全
て
が
広
報
紙

か
ら
情
報
を
得
て
い
る
わ
け
で
は
無
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
現
状
で
は
月
日
を
記
載

す
る
こ
と
で
様
々
な
不
都
合
が
生
じ
る
事

の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

近
隣
の
広
報
紙
の
取
り
扱
い
は
、
合
併

に
よ
り
人
口
が
増
え
た
こ
と
か
ら
「
掲
載

す
る
に
も
相
当
の
ペ
ー
ジ
数
を
必
要
と
す

る
」「
新
聞
欄
で
足
り
る
の
で
な
い
か
」

と
慶
弔
欄
そ
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
な
い

広
報
紙
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
員
会
）

回
答

回
答
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【 】のことについて

学
生
時
代
に
は
「
国
内
の
主
要
な
山
は

ほ
と
ん
ど
踏
破
し
た
」
ほ
か
に
、
海
外
遠

征
の
経
験
も
あ
り
本
格
的
に
登
山
を
し
て

い
た
池
田
さ
ん
。「
酪
農
を
始
め
て
か
ら

は
あ
ま
り
時
間
が
と
れ
な
く
な
り
登
山
も

お
あ
ず
け
だ
」
と
話
し
ま
す
。

あ
な
た
の
出
身
地
を
教
え
て
く
だ
さ
い

大
阪
府
八
尾
市
で
す
。

現
在
の
お
仕
事
や
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

酪
農
一
本
で
す
。
現
在
は
乳
牛
を
50

頭
ほ
ど
飼
育
し
て
い
ま
す
。
池
田
牧
場
の

特
徴
と
し
て
は
、
乳
牛
を
放
牧
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
乳
牛
の
放
牧
は
全
国
的
に
も

少
な
い
の
で
、
こ
こ
の
牧
場
の
強
み
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
和
賀
町
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
理
由

を
教
え
て
く
だ
さ
い
　

北
海
道
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
ま
し

た
。
酪
農
を
し
た
く
て
い
ろ
い
ろ
な
場
所

を
探
し
て
い
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
、
溝
渕
さ
ん
（
現
在
湯
田
牛

乳
公
社
専
務
）
と
知
り
合
っ
て
、
妻
が
岩

手
県
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で

酪
農
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

出
身
地
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

奈
良
県
と
の
県
境
で
す
。
平
野
で
す
が
、

山
を
一
つ
越
え
る
と
奈
良
県
な
の
で
、
根

性
を
だ
せ
ば
自
転
車
で
法
隆
寺
や
奈
良
公

園
な
ど
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
街
と
い
う
感
じ
で
、

歯
ブ
ラ
シ
の
生
産
量
は
全
国
生
産
量
の
四

割
ほ
ど
を
し
め
て
い
ま
す
。

出
身
地
の
特
産
品
は
何
で
す
か

特
産
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
河
内
音

頭
な
ど
は
有
名
で
す
。

出
身
地
の
出
身
の
有
名
人
は

僧
侶
で
小
説
家
の
今
東
光
さ
ん
の
出
身

地
で
す
。
野
球
選
手
の
桑
田
真
澄
選
手
。

ま
た
、
タ
レ
ン
ト
の
方
も
多
く
い
ま
す
。

例
え
ば
歌
手
の
大
月
み
や
こ
さ
ん
、
天
童

よ
し
み
さ
ん
、
中
村
あ
ゆ
み
さ
ん
。
画
家

の
ジ
ミ
ー
大
西
さ
ん
、
俳
優
の
豊
川
悦
司

さ
ん
な
ど
で
す
。

出
身
地
の
名
所
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

こ
れ
と
い
っ
て
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

心
合
寺
山
古
墳
や
河
内
音
頭
発
祥
の
地
と

言
わ
れ
る
常
光
寺
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
徴
的
な
方
言
を
教
え
て
く
だ
さ
い

八
尾
を
離
れ
て
だ
い
ぶ
経
つ
の
で
ほ
と

ん
ど
忘
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済
の
街
な
の

で
「
も
う
か
り
ま
っ
か
」「
ぼ
ち
ぼ
ち
で

ん
な
」
な
ど
は
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

③

八尾市のデータ
人　口　273,474人
面　積　41.71km2

世帯数　105,643戸
ホームページ
http://www.city.yao.osaka.jp/

生
ま
れ
変
わ
っ
た
時
も
西
和
賀
町
に
住

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
か
　

こ
こ
は
僕
自
身
に
と
っ
て
は
違
和
感
が

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

か
な
う
こ
と
な
ら
酪
農
家
と
し
て
２
代

目
の
後
継
ぎ
と
い
う
設
定
で
学
区
内
の
越

中
畑
小
学
校
に
入
学
し
た
い
で
す
ね
。
こ

こ
を
拠
点
に
す
れ
ば
、
高
速
も
あ
り
飛
行

場
も
近
く
、
ど
こ
に
で
も
行
け
る
し
住
み

や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

「
仕
事
は
、
３
６
５
日
苦
に
な
り
ま
せ
ん
」

タイトル

大
阪
府
出
身

池
田
有
樹
さ
ん
（
白
木
野
）

こ
こ

▲？？？

？？？？？

？

し
お
ん
じ
や
ま
こ
ふ
ん
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自自
己己
流流
でで
作作
るる
鬼鬼
面面

東
博
美
さ
ん
（
湯
本
・
55
歳
）

たたくくみみ 湯
本
で
理
容
店
を
営
む
東
さ
ん
は
、
家

業
を
継
ぐ
た
め
に
高
校
を
卒
業
後
に
上
京

し
、
理
容
学
校
に
入
り
い
っ
た
ん
は
就
職

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
52
年
に
父
親

が
急
死
し
、
急
き
ょ
帰
郷
し
家
業
を
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
誘
わ
れ
た
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
だ
が
、

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ

た
」
と
湯
本
鬼
剣
舞
に
参
加
し
ま
し
た
。

鬼
剣
舞
は
北
上
和
賀
地
方
に
伝
わ
る
鬼

の
面
を
つ
け
て
勇
壮
に
舞
う
民
俗
芸
能
で

す
。
今
か
ら
１
３
０
０
年
ほ
ど
前
に
、
念

仏
を
広
め
る
目
的
で
念
仏
を
唱
え
な
が
ら

踊
っ
た
と
も
、
悪
霊
退
散
・
衆
生
済
度
の

念
仏
踊
り
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

湯
本
鬼
剣
舞
は
、
昭
和
40
年
代
の
始
め

に
地
元
の
若
者
10
人
で
「
同
好
会
」
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
昭
和
43
年
に
は
鬼
剣

舞
の
祖
と
な
る
岩
崎
鬼
剣
舞
に
師
事
し
、

昭
和
54
年
「
印
可
之
証
」
、
昭
和
63
年

「
念
仏
剣
舞
秘
伝
書
」
を
岩
崎
鬼
剣
舞
か

ら
伝
授
さ
れ
、
平
成
５
年
に
は
湯
田
町
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

東
さ
ん
が
剣
舞
を
始
め
た
こ
ろ
は
紙
製

の
面
で
し
た
が
、
自
分
た
ち
で
木
彫
り
の

面
を
作
ろ
う
と
奮
起
。

第
一
作
目
は
紙
面
を
手
本
に
作
り
ま
し

た
。「
当
時
は
ノ
ミ
も
持
っ
て
い
な
い
の

で
、
彫
刻
刀
な
ど
で
打
っ
た
。
３
ヶ
月
も

か
か
っ
た
」
と
昔
を
振
り
返
り
ま
す
が
、

今
で
も
処
女
作
は
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

以
来
20
数
年
間
「
打
ち
方
は
自
己
流
。
師

匠
は
い
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
指
に
ノ

ミ
ダ
コ
が
で
き
る
ほ
ど
、
仕
事
の
合
間
を

ぬ
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
鬼
剣
舞
は
北
上
市
に
12
団
体
、

市
外
に
２
団
体
、
県
外
に
３
団
体
が
あ
り

ま
す
が
、
面
は
大
き
く
分
け
る
と
岩
崎
系

と
滑
田
系
の
２
系
統
が
あ
る
そ
う
で
す
。

東
さ
ん
が
打
つ
面
は
岩
崎
系
で
眉
に
違

い
が
あ
り
ま
す
。
面
の
色
は
白
、
黒
、
赤
、

青
の
四
色
で
す
。
色
に
よ
り
、
口
を
真
一

文
字
に
し
て
い
る
面
、
牙
を
出
し
て
い
る

面
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

打
ち
始
め
は
面
の
中
心
線
と
目
鼻
の
位

置
に
お
お
よ
そ
の
見
当
を
つ
け
、
荒
削
り

を
し
て
面
の
中
で
一
番
高
い
鼻
の
部
分
か

ら
慎
重
に
掘
り
下
げ
ま
す
。
材
質
は
桐
。

「
面
は
目
と
口
元
が
難
し
い
。
目
玉
は

真
鍮
の
板
を
打
ち
出
す
の
だ
が
、
こ
れ
だ

け
で
も
２
か
ら
３
日
か
か
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
表
情
を
出
す
の
も
非
常
に
難
し

い
し
、
特
に
白
面
が
大
変
だ
。
そ
し
て
、

下
地
塗
り
も
重
要
。
色
の
仕
上
が
り
の
良

し
悪
し
は
、
す
べ
て
下
塗
り
に
か
か
っ
て

く
る
」
と
言
い
ま
す
。

鬼
面
は
、
主
に
自
分
の
趣
味
の
範
囲
で

作
る
ほ
か
、
新
築
祝
い
な
ど
の
祝
い
事
で

欲
し
い
と
懇
願
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。

「
面
作
り
で
儲
け
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
と
い
う
よ
り
も
こ
れ
で
商
売
は

ま
ず
無
理
。
本
当
に
趣
味
で
続
け

て
い
る
。
納
得
で
き
る
面
は

な
い
し
、
こ
れ
か
ら
も

出
来
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
し

か
し
、
最

後
ま
で
続

け
て
い
き

た
い
」
と

話
し
「
打

つ
時
は
無

の
心
境
。

何
に
も
考
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な
め
し
だ

ち
ゅ
う

え
な
い
。
他
に
考
え
事
が
あ
れ
ば
で
き
な

い
し
、
集
中
し
な
い
と
彫
れ
な
い
」
と
言

い
ま
す
。

東
さ
ん
は
、
湯
本
鬼
剣
舞
の
重
鎮
の
一

人
と
し
て
現
在
は
囃
子
方
（
笛
）
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
面
作
り
の
一
方
で
、
小
学

生
な
ど
底
辺
層
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
は
「
後
継
者

が
い
な
く
て
大
変
だ
。
剣
舞
の
平
均
年
齢

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
面
作
り
の
後
継
者

も
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
踊
り
手
の
後
継
者

が
増
え
て
欲
し
い
。
少
し
で
も
興
味
の
あ

る
人
は
練
習
を
見
に
来
て
欲
し
い
」
と
う

っ
た
え
ま
す
。

東
さ
ん
は
、
自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
し
、
面
作
り
の
工
程
な
ど
を
紹
介
し

て
い
る
ほ
か
作
品
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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区分

件数

火災出場件数

0件
（1件）

損　害　額

0円
（819万8,000円）

区分

件数

搬送
人員

2件
（12件）
2人

（12人）

16件
（72件）
15人
（68人）

9件
（60件）
7人

（55人）

27件
（144件）
24人

（135人）

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

戸　籍　の　窓 （敬称略）また、残飯などを放置しない
ようにし、民家のそばなどでク
マを目撃したときは、付近の
方々に注意を呼びかけるととも
に、役場に早急に連絡をお願いし
ます。
問合先／農林課（沢内庁舎）
●85-3415

児童家庭相談窓口を設置
町では、18歳未満のお子様に

関する問題や心配事についての
相談を行っています。秘密は厳
守しますので、安心してご相談
ください。
窓口／保健福祉課（沢内庁舎）
相談時間／閉庁日を除く　8:30
～17:00
相談方法／
①電話相談（●85-3412）
②来庁相談（保健福祉課）
③川尻保健センター（月曜日
午前中）
また、乳幼児健診の際も相談

を受け付けています。
相談内容／児童に関する相談全
般（育児相談・養護相談等）お
よび保健相談
※夜間や休日に緊急に相談が必
要な方は、沢内庁舎（●85 -
2111）の宿・日直者にご連絡く
ださい。

交通事故無料巡回相談
県南広域振興局北上総合支局

では、交通事故でお困りの方を
対象に無料巡回相談を行います。
日時／8月2日（水）13:00～17:00
場所／北上地区合同庁舎2階
第1会議室
必要書類／交通事故証明書の写
し、医師診断書の写し（入院・
通院の場合）、その他交通事故
について参考となる書類
その他／要予約。また、1人あた
りの相談時間は1時間程度です。
申込・問合先／県南広域振興局
北上総合支局地域支援課
●65-2731

「岩手の滝100選」写真展
西和賀を中心に活動する写真

家・高沢翔さんが、県内の滝を
テーマに写真展を開催します。
期間／7月25日（火）～8月31日
（木）
時間／10:00～17:00
場所／沢内銀河高原　2階ホール
問合先／沢内銀河高原
85-5311

●
町民登山は鞍掛山で

西和賀山岳協会では、次のと
おり町民登山を行います。
今回は滝沢村の鞍掛山（897

㍍）に登ります。山頂までの所
要時間が約2時間と、初心者に
も登りやすい山です。多数のご
参加をお待ちしています。
開催日／8月27日（日）
日程／
湯田庁舎発　　　　7:00
湯本地区公民館発　7:10
沢内庁舎発　　　　7:30
（途中乗車もできます）

登山開始　　　　　9:00
募集定員／35人
参加料／小学生以上1,000円（当
日集金します）
持ち物／弁当、雨具、水など
その他／小中学生は保護者同
伴。また、登山後温泉で入浴で
きます（料金は各自負担）。
申し込みは、必ず参加者本人

が行ってください。
申込・問合先／西和賀山岳協会
長・高橋武雄●090-8928-1684

「ふるさとの風景」絵画展
川尻在住の田中直樹さんの作

品を展示する絵画展「ふるさと
の風景」を開催します。
期間／8月1日（火）～31日（木）
※月曜休館

時間／9:00～19:00
場所／文化創造館「Uホール」
問合先／田中直樹●82-2018
（ドライブインゆだ）

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

7
13
2
16

7,560
3,545
4,015
2,524

実　数
―
―
―
―

▲20
▲10
▲10
▲7

前月との比較

（6月末現在）

お悔やみ申し上げます

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

２２

柳　沢　平　吉
高　橋　尚　一
竹　澤　武　松
山　田　キ　ヨ
高　橋　正　雄
熊　澤　キ　サ
戸　巻　重　郎
薄　井　庄　三
三　上　　　勇
高　橋　ヤ　ス
田　村　周　達
藤　島　ハ　ヨ

・72歳・
・76歳・
・95歳・
・84歳・
・84歳・
・88歳・
・66歳・
・66歳・
・72歳・
・99歳・
・79歳・
・87歳・

上野々
上野々
槻　沢
大　野
小繋沢
川尻一区
大　野
上野々
泉　沢
長瀬野
太　田
川尻一区

火災・救急の状況

6月17日～7月13日受付分

（6月分）

及　川　理
り

人
と

高 橋　秀
しゅう

翔
と
・男
・男

大　沓
猿　橋

ご誕生おめでとうございます

・ 仁 ・
・秀光・

交通事故の状況 （6月分）

物損
実数
累計

5
（87）

3
（19）

3
（16）

0
（0）

0
（1）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計

そ　の　他

末永くお幸せに

高 橋　　　弦
岩　瀬　香　織

湯　田
耳　取）

佐々木　　　徹
鶴　岡　さおり

弁　天
横手市）

高�

高 橋　芳　幸
高 橋　　　舞

間木野
川　舟）

国や県から

高 橋　鉄　人
加　藤　由美子

北上市
新　町）

高�

高�

高�

高�

高�
高�
高�
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国保税2割軽減対象者は
7月31日まで

7月に送付しました国民健康
保険税について、均等割と平等
割を2割軽減できる世帯には、
納付書とあわせて申請書を同封
しています。
２割軽減の対象者で、まだ申

請をしてない方は、忘れずに申
請書を提出してください。
申請書は提出期限までに提出

していただかないと軽減になり
ませんのでご注意ください。
提出期限／7月31日（月）
提出先／総合サービス課（湯
田庁舎）または税務課（沢内庁
舎）
その他／2割の軽減になる対象
世帯は、その世帯の前年中の所
得の合計が、33万円＋（35万
円×被保険者数）以下の場合で
す。
問合先／税務課（沢内庁舎）●
85-3414

胸部・結核検診忘れずに
今年度の胸部・結核検診（レ

ントゲン）を次の日程で行いま
す。対象となる方には検診票を
お送りしますので、指定する日
時に受診してください。
なお、指定の日に都合がつか

ない場合は、他の会場でも受診
できます。また、医療機関や職
場等で胸部のレントゲンを撮る
機会のない方で、検診票が手元
に届かなかった方は、最寄りの
会場で受診して下さい。
8月3日（木）
耳取公民館　　 9:30～10:10
本屋敷公民館 10:30～10:50
鷲之巣公民館　 11:20～11:40
大沓公民館　　 13:20～13:50
湯之沢公民館　 14:10～15:10

8月7日（月）
野々宿公民館 9:30～10:00
中村公民館　　 10:15～10:45
越中畑公民館　 11:00～11:30

柳沢公民館　　 13:30～14:00
8月8日（火）
下前公民館　 9:30～10:10
清水ヶ野公民館 10:45～11:15
下左草公民館　 13:15～13:40
左草公民館　　 14:00～14:30

8月9日（水）
大野公民館　　 9:30～10:30
分訳・八京亮氏宅前

10:50～11:20
内の沢・三浦篤氏宅前

11:30～12:00
鍵飯地区担い手センター

13:30～14:00
鍵飯・柿沢整慶氏宅前

14:10～14:40
8月10日（木）
若畑公民館　　 9:30～11:30
若畑・佐々木幸郎氏宅前

10:40～11:10
防雪管理センター

11:20～11:50
貝沢小学校前　 13:00～13:40
貝沢公民館　　 13:50～14:50

8月17日（木）
湯田公民館　　 9:30～11:00
槻沢公民館　　 13:15～14:00
間木野公民館　 14:30～15:00

8月18日（金）
湯本トレセン　 9:30～11:30
湯田公民館　　 13:30～14:30

※他の地域での検診日程は、次
回の『広報にしわが』と『おし
らせ版』でお知らせします。
問合先／保健福祉課（沢内庁舎）
●85-3411

児童手当制度拡大について
児童手当は、児童を養育して

いる方に支給される手当です。
児童手当の支給対象年齢が4

月1日から小学校6年生までに拡
大され、併せて所得制限も緩和
されています。
小学校5・6年生のお子さんを

お持ちの保護者の方で、新たに
受給を希望する方は新規申請、
現在受給している方は額改定申
請が必要です。
申請期限／9月29日（金）

問合先／保健福祉課（沢内庁舎）
●85-3411

国民健康保険税の変更点
平成18年度から、旧湯田町と

旧沢内村で別々だった国民健康
保険税の税率が統一され、下記
のとおり変更になりました。
また、平成18年度分の国民健

康保険税のうち、介護保険第2
号被保険者（40歳以上65歳未満
の国民健康保険加入者）に対し
て、医療保険分（基礎課税額）
に上乗せして課税される介護保
険分（介護納付金課税額）の課
税限度額が1万円引き上げられ、
年額9万円になりました。

問合先／税務課（沢内庁舎）●　
85-3414

虐待通報にご協力を
最近、子どもへの虐待が大き

な問題となっています。親の虐
待で、子どもの尊い命が奪われ
る痛ましい事件も起きています。
「虐待？」「ちょっとおかし

い」と思ったら、速やかに役場
までご連絡ください（虐待かど
うかは専門機関が判断します）。
連絡先／保健福祉課（沢内庁舎）
●85-3412

クマの出没にご注意ください
県内でクマによる人身被害が

数多く発生しています。町内で
も弁天、鍵飯などからクマの目
撃情報が寄せられており、十分
な注意が必要です。
農作業や山での作業等で出か

ける際は、なるべく1人で行動
せず、ラジオや鈴など音の出る
ものを身に付け、周囲に気をつ
けましょう。

役 場 か ら

２３

【変更後】（18年度）

医療分 介護分

所得割

資産割

均等割

平等割

7.80％

50.00％

24,000円

27,000円

1.70％

10.00％

6,000円

8,000円
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地球環境にやさしい大豆インキを使用しています古紙配合率100％再生紙を使用しています
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湯田中学校�

川尻小学校�

越中畑小学校�
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西和賀高校�
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下前�
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湯之沢�
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耳取�
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越中畑�

白木野�
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ゆだ錦秋湖駅�

ゆだ高原駅�

中山峠�
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泉　沢�

長瀬野�
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鍵　飯�

前　郷�

新町�
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東大野�
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川舟小学校�

沢内第一小学校�

貝沢小学校�

沢内中学校�

猿橋小学校�

湯田庁舎�

沢内庁舎�

川尻�

ほっとゆだ駅�

△高下岳�

△和賀岳�

△真昼岳�

△女神山�

南本内岳�
　△�

西和賀町の歴史・文化・観光施設・イベ
ントなどを紹介します

…… ８

■真昼大滝
真昼山系滝群のなかの一つ。真昼

本沢の奥に位置します。推定落差は
50㍍。特にも春先には、滝周辺は雪
解け水で豊富なマイナスイオンに包
まれます。
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シリーズ

■降る滝
下前風景林の中にある7つの滝の一つ。

推定落差は60㍍。岩手の名水20選に選
ばれた女神霊泉の上流に向かって歩いて
10分のところにあります。

て に を は
滝の写真撮影のために真昼山

系の滝巡りをしました。急な坂
を登り、ロープで下るなどし、
あらためて体力の無さを痛感し
ました。 （小林）
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